
写真撮影後実測作業を行う。

7月11日（曇） 土砿の調査は数が多く、それも意外と深く、湧水で思いのほか困難である。

第22号住居址の調査を開始するも深く本日完掘し、 図面をとった後第23·33号住居址の調査に

かかる。 第28号住居址完掘する。

7月12日（曇） 昨夜の雨で朝のうち調査地がべたつき土砂運搬が困難であった。 溝址にか

かる土砿を実測し、 溝址16·21-25の調査開始する。 土器洗浄をする。

7月13日（晴） 昨日の溝址及び本日は溝址20の検出を進め、 B区東側のピット・土砿の調

査をする。 この間掘り上がった所から実測をする。 土器洗浄をする。

7月14日（晴） 午前中ですべての精査が終 り、 実測作業に全力を上げる。 全体写真撮影を

する。 調査が終った人から土器洗浄作業にかかる。 本日で調査を終了する。

7月15日（暴） 昨日やり残した遺構実測をし、 機器材の撤収をする。

9月21日-29日 出土遺物の区別け作業を行い、 一部復元に入る。

1 - 3月 報告書作成作業を行う。

3 調査会・ 調査団・参加者一覧

調査会・事務局の組織は消野小学校プー ル地点と同じであるので、そちらを参照されたい。

(1) 調査団

稔（日本考古学協会々員· 上山田小教諭）

忠良（ • 長野市教委主事）

英男（長野県考古学会々員・長野市消防局）

勝美（ • 長野市役所）

義男（ • 松代小教諭）

詢査団長 森嶋

，，， 主任 矢口

調 査 員 高原

ケ 原田
� 小柳
� 百瀬
ケ 馬場
,, （整理）

久雄（

長光（

，， 

ク

• 信大学生）
,, ) 

小林秀行•竹内稔•石上周蔵•直井雅尚・赤羽史子•田中正治郎（以

上長野県考古学会々員・信大学生） • 青木和明•奈須野由美（同• 明大学生）

青木一男（同•国学院大学生）

特別調査員 西沢寿晃（日本考古学協会々員・信大医学部技官）

(2) 参加者一覧

塚田幸子・上原政子・真島こみじ•上原与子•宮本民子・西村澄子•宮沢美智子•吉沢きよ

江・中沢尚江・近藤なつ子・和田勝登•I林英子・真島朝子・上原礼智• 島田澄子•渡辺二郎・

若林宏江•柳沢マツ ・ 丸山やす子・大島ハマ子・池田信子・小林けさい• 吉沢菊雄· 久保喜貞

• 小林尚ー・上原孝親•上原敏彦・玉井節子•宮沢広•西村廣子・峯村益喜• 真島嶋司•高野

広• 吉岡勲•山崎忠良・山崎善四郎・上原斉•久保茂幸•小林要•吉岡万夫• 宮本敏雄・小林

貞夫・山口英子・小林一郎・大沢喬• 駒村陽一郎・直江袈裟夫・山崎孝子•青木丈元・上原敏
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男•青木茂•中沢芳昭· 久保三保子・林信一• 上原サキ子・雨宮朋栄• 原田邦男• 伊熊ヤスオ

・倉石 6子・荒川則子・北沢周子・窪田幸衛• 上原元・上野洋子・大竹弘子・窪田昌子・松本

美智子•原田とし子・百瀬信子・滝沢佳忠・ 丸山三七生•田中康一•原田和衛•中沢順子•安

藤誠• 小林武子・真島幸雄• 青木省吾•久保政子・ 大島凱三· 酒井章• 佐藤義昭•上原忠政・

吉岡たき子• 宮崎徳太郎・久保良治• 佐藤美恵子・松代昭春• 唐木保典• 細井敏行・翠川正則

• 久保充正・塚田久子• 宮本建ー・郷原建蔵・（区長郷原建蔵） （事務局）

第2節 住居址

今回の調査で17軒確認し、 全体を知り得るものは第20· 21· 27·28·30·31号住居址のみで

ある。他は柱穴及び焼土をもって住居址としたものもあるし、 調査地外へかかるものである。

このうち弥生時代のものは 8 軒あり、 第30号住居址を南端とし、 調査地中央付近よ り清野小学

校プー ルよ りに展開し、 これにたいし平安時代のものは重複しながら散在する傾向にある。掘

り込み土層及び覆土は前回の調査と同様であるが、 第30号住居址の南東隅付近よ り南·調査地

南東部は鉄分を含んだ溶脱層になり堅い。図示したレベ ル高は校標よ り 2m下のものを使用し

た（第77図） 。

1 第18号住居址（第77· 79図、 第36· 45図版）

遺構 調査地の東側中央に位置し、 第19号住居址を切る。遺構東半は調査区域外にかかるた

めプランの規模は不明であるが、方形を呈するものと思われる。主軸方向はN-21°-Wになる。

壁高はカマド付近で21cm·西側壁で20cmを測り、

壁は垂直に立ち上がる。床面は平坦であるが

中央部のレベルがやや低い。 2個のピットが

検出され、 北西隅のピットはその位置から柱

穴とも考えられるが、 全体を検出していない

ので断定できない。カマドは北壁中央付近に

設けられていると推定され、 調査時では右手

の袖部とその左35cmの位置に支石が残存し、

その周辺から焼土が認められた。粘土製両袖

形のものと思われる。遺物は多く、 そのほと

んどがカマド付近の覆土を中心とした位置か

ら出土した。
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第79図 第18号住居址出土土器
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遺物 器種に土師器坪( 1 -3) ・甕( 5-8) · 浅鉢( 9)形土器及び須恵器杯( 4)四

耳壺(10) · 長頚瓶(11)形土器等があるが、 前者は後者を量において凌駕する。 1 -3 は内

面黒色処理され、 4 の底部には糸切り痕を残し、 5は小形の甕形土器で、 これらはいずれも水

引き技法によりつくり出されている。6 -8 は大形の甕形土器で、 最大径が口縁部にあるもの

( 7  -8)とその部と近い数値で体部上半にあるもの(6)があり、 口縁部が頚部からくの字

形に外開した後鈍い稜を呈しながら更に立ち上がり、 肩部がいくぶん張るという器形的特色を

有し、 整形においては、 ロクロヨコナデ後右回りのタテヘラケズリが施されるという特色を有

する。 9 も大形の甕形土器と体部のあり方を除き、 器形及び整形手法は近似する。10は肩部に

タガ状の隆帯をめぐらし、 その上に小粘土塊を 4個添付することに特色がある壺形土器で、 検

出したものは肩部からイ本部下半までで全形を知り得ない。外部には叩き目が見られ、 内面は叩

き台を用いヘラ先でかき取ったような痕跡を残す。11は長頚瓶の口縁部付近の破片で、 全面ロ

クロ整形痕を残す。

2 第19号住居址（第80·81図）

遺構 第18号住居址によって南側の

大半を切られ一部区域外にかかる。 プ

ランは不整の方形を呈すると思われる。

主軸方向はN -32
°-Wを指し、 東西方

向の規模は3 .70mである。壁は直に近

く北東部で13cm、 カマド付近で 6 cm、

南西壁で20cmを測り、 床面は平坦なが

らやや西に傾く。柱穴は検出できなか

った。北西壁面の焼土の張り出しがカ

マド部であると推定され、 中央よりや

や東方に位置する。焼土の張り出しは

主軸．巾ともに40cmを測る。

遺物 出土量は少なく、 すべて覆土

からの出土である。図示したものは天

井部が丸味を有し、 口縁部が内屈し嘴

状になる須恵器蓋形土器と第18号住居

址出土の大形甕形土器と口縁端部が外

反する点を除けば器形・整形手法がほ

ぼ同様の土師器甕形土器の 2点である。

第18号住居址

—贔

量“

O 2 m 
... - -

冑

量

第80図 第19号住居址実測図

亡 土 ヽ

n 
•゚•• 

第81図 第19号住居址出土土器
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遺構

第20号住居址（第82 · 83図、 第36図版）

調査地北西隅に位置し、 西側にお

いて第24 · 27号住居址と隣接する。主軸方

向をN-19
°-Wに取る不整方形プランであ

る。主軸の長さは3.25m、 南北壁の長さは

それぞれ 3.30m·2.86mと、 南側面の方が

広くなっている。主柱穴は 4個方形配列に

なるが、 南壁柱穴間に1個の補助穴を有す

る。深さは各柱穴とも15cm前後の数値にな

る。ちなみに南北方向柱穴間2.40 m· 北側

東西方向柱穴間1.28m ·  南側東西方向主柱

穴間2.42 mを測る。 壁は各壁ともいくぶん

傾斜を有し、 壁高を東・西• 南•北壁で各

々11·21·23·20 cmを測る。床面は平坦で

軟弱である。カマドは北壁に構築されてい 第82図

。一 mー2
 

第20号住居址実測図
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第83図 第20号住居址出土土器
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たと思われ、 調査では主軸方向へ1. 15m·巾70 cm·深さ約 7 cmの楕円形舟底状のピットカ渭阻認

され、 内に支石に使用したであろう角礫及び焼土が認められた。 東壁中央下に長軸80 cm ・ 短軸

60 cm ・ 深さ20 cmの不整楕円形のピットがあり、貯蔵穴と考えられる。

遺物 出土量は少ないが、 甕形土器はカマドより、 他はその付近の床面から出土している。

3 の須恵器を除いて他は土師器である。 杯形土器は水引き技法により成形され、 底部に糸切り

痕を残す。 1 には底部外縁にヘラケズリが施され、 1 ·2 は内面研磨され黒色処理される。 4

は内外面とも黒色を呈し、 底部がていねいにヘラケズリされ、 外縁に断面三角形の低い高台が

付される。 5は筒形で、 外面はタテミガキが施され黒色処理され、 中央に 1 孔がある。 高坪形

土器脚部あるいは注口とも考えられる。 6 はカマドからの出土で体部中央付近が欠損する。 ロ

縁部はゆる＜立ち上がり端部に最大径がある。 体部が丸味をもち、 小さな底部に集約される砲

弾形の器形になる。 口縁部付近はロクロ成形痕を、 頚部より下方は右回りに上から下へ数回に

わたるタテヘラケズリ痕を残す。

4 第21号住居址（第84·85図、 第37 · 45図版）

遺構 調査地西縁中央部に位置し、 北西隅が区域外にかかる。 溝址19 · 土砿77によって切ら

れ、 配水管に一部裂われる。 北側には土拡78が存在する。 プランは不整方形で、 主軸4 .40 m ·  

東西軸4 .3Qmの規模を

持ち、 主軸方向N-13
゜

-wを指す。 壁は直に

近く、 高さは南で21cm

を測る他は18 cmである。

床面状態は良好でカマ

ド付近は若干凹むが、

全体に平坦である。 柱

穴は確認できなかった。

北壁中央やや東寄りに

は、 壁外へ張り出すカ

マドが存在する。 袖部

は明瞭でないが、 袖石

に使われたと思われる

角礫があり、 内に焼土

及び形象埴輪の一部で

あろう円筒形の土製品

が残存する。 袖部の補

強に用いられたのであ

... - - 2m 
I 

／ e 

冨

第84図 第21号住居址及び土拡81·82実測図
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第85図 第21号住居址出土遺物

ろうか、 注目される事例である。

遺物 図示した遺物は須恵器坪形土器は床面に接して、 埴輪であろう円筒形土製品がカマド

から出土した。 杯形土器は水引き技法を用いた成形で、 体部が直線的になり、 1 · 2 は口縁部

が外反する。 円筒形土製品は刷毛整形が全面に施され、 断面三角形のタガが付され上部と段を

構成する。 内面はヘラナデ整形されるが輪積成形痕が残る。 この他覆土から土師器の糸切り底

を有し内面黒色処理された坪形土器及びヘラケズリされた甕形土器イ本部片があり、 須恵器蓋・

甕形土器が若干出土している。

5 第22号住居址（第86·87図、 第37·45図版）

遺構 調査地南西隅に位置する。 第23·33号住居址及び溝址25を切る不整方形の住居址であ

る。 西半分は調査区域外にかかり、 正確な規模は不明であるが南東壁の長さは3 .16 mを測る。

壁高は僅かで4 -6 cmにすぎない。 床面は平坦で軟弱である。 調査ではカマ＿ド ・ 柱穴等の施設

はなかった。

遺物 出土量は少ないが、 床面直上から出土したものである。 図示できるものは須恵器杯形

土器 3 点にすぎない。 成形は水引き技法によってなされ、 1 はロクロ目が顕著に残り、 体部が

直線的に外開し、 底径が小さくなる。 これにたいし、 2 · 3 は体部が直線的であるが 1 よ りも

外開度が少なく、 短いし、 底径が大きく皿形をなす。 尚、 3 には高台が付される。 これらは共

に糸切り痕を底部に残す。 この他器種として内面黒色を呈する土師器杯•体部にヘラケズリが

施される甕形土器及び須恵器蓋・甕形土器片が出土している。 また土製品として土錘が 1 点出

した。
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第22号住居址 G 

第86図 第22·23·33号住居址、土砿56実測図

6 第23号住居址（第86· 87図、 第37図版）

遺構 溝址25を切り、 第22号住居

址に切られるがその時期差は僅かで

あると思われる。大半が区域外にあ

るため規模は定かにできないが、 南

東壁の長さは1 .7 8m にすぎず、 極め

て小規模なものと想定される。壁高

は南東壁で 5 cmを測る。床面は中央

に向って若干凹み、 西端で 8 cmにな

る。柱穴その他施設はなかった。

遺物 出土景は少なく、 床面直上

のものである。出土器種に土師器の

内面黒色処理された坪・ロクロ整形

痕及びヘラケズリ痕を残す甕形土器

があり、 須恵器では図示した坪形土

器の他、 蓋•甕形土器があるが、 そ

のほとんどが破片である。須恵器杯

形土器は水引き技法により成形され、

5には糸切り痕を底部に残す。 7は

器形の深いコップ状のもので、 底部

は右回りのヘラケズリが施され丸味

を有する。
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第87図 第22(1 - 4)·23 (5 - 7)号住居址出土土器
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7 第24号住居址（第88-91図、 第38·45図版）

遺構 調査地北端、 第20·27号住居址の北

側東寄りに位置する。 北半分は区域外にかか

るが、 隅丸方形プ ランを呈すると思われる。

南北軸は不明であるが、 東西軸は長さ2 .90m 

を測る。 掘り込みは深く、 東• 西•南壁の壁

高は各々29·26·18cmで立ち上がりは直に近

ぃ。床面は平坦であるが、東側に傾く。南西隅

には50 X56crn · 深さ18cmの柱穴と思われる落

ち込みがあるが、 対となる南東隅には口 径1 .

32m· 底径0. 64m・深さ86cmの中段を有す井戸

状のピットがあり不明である。 この井戸様の

ピットは榎土が住居址のものと同質であり、

了

-゚ 2m 
j 

第88固 第24号住居址実測図

また貼り床はされておらず、 出土遺物も該期のものの破片に限られていたので、 住居址の付属

施設と考えている。

遺物 住居址規模の割には出土最が多く、 それも床面に近い裂土からである。

壺形土器（第89図 1 · 3 · 5 ) 1 のよ うに口縁部・底部は欠損して不明であるが、 体部上半

が球形になり、 下半が稜をなして こける器形になる。整形は外面がヘラミガキされるのにたい

し、 内面は刷毛ナデのちヘラによ り調整される。 3 は頚部が立ち上がり、 そこから口縁部が外

反し、 端部で短く立ち上がるという器形になり甕形土器を想定させるが外面及び内面の口縁部

が赤色塗彩される ことから貯蔵形態の土器とみている。 5 は小形のものの底部付近片で外面は

赤色塗彩される。

地形土器(2 ·13)口縁部が折り返し口縁になり、 2 は外反し、 13は内弯気味の直線になる。

折り返し部下には細かい刷毛ナデが施され、 箱清水式期にない新しい要素をもつ土器である。

体部が欠損しているものは残念である。 焼成は非常に良い。

器台形土器(6 - 8)ともに脚部のみの破片で、 体部から袖部にかけ大きく外開する器形に

なると思われ、 中央付近に 3 円孔がうがたれる。 また 6 · 7 は坪底部から脚部にかけ円孔があ

けられる。 整形はともに外面がタテヘラミガキされ、 7 · 8 は赤色塗彩される。

高杯(9 -1 1 ) 出土旦は少ない。 9 は坪体部上半の破片で、 口 縁部と境に鈍い稜をなし、 そ

こから口 縁部は弓なり状に外反する。 10·11は脚部上半の破片で杯部との接着面の径が大きく

なり、 上端が平坦に仕上げるところに特色がある。 脚部内面を除く他は全面赤色塗彩が施され

る。

甕形土器（第89図12·14、 第90図 1 - 5 、 第91図 1 - 5) 出土量は多い。12·14は細かい刷

毛整形痕を残すだけの無文の土器である。12は口縁部片で、 他のものよ り短く外反し、 端部は

ていねいに面取りされる。14は頚部でわずかに立ち上がり、 口縁部は外反し、 肩部は球形を呈
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第89図 第24号住居址出土土器 (1)
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第90図 第24号住居址出土土器(2)

O 5 cm 
••• 

第91図 第24号住居址出土土器拓影

する。 1·2 の器形も14と似るが、 頚部の立ち上がりは直に近く長くなり、 口 縁部が短く外反

する。体部下半は 5 にみられるように底部に直線的に集約する。 文様は右上がりの櫛描波状 文

が口縁部からイ本部下半 まで施され、 第91図 2 の拓影にみられるように頚部に丸味を有するもの

には一帯の廉状 文が加飾される。整形は刷毛ナデを基調とするが、 5 の 文様帯下はヘラミガキ

になる。 4は台付甕形土器の台部で、甕底部が 丸くなる様相がわかる。尚、 第90図 1 · 2 の外

面にはススが付着し、 5 の内面には炭化物が残存している。 また胎土が精選されるもの、 黄雲

母の混入しているものが多い。
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8 第25号住居址（第92-94図、 第38·46図版）

遺構 調査地北東端に位置し、 北側半 分 は 区域外 に かかる。 溝址15·17によ っ て切られ 、 東

• 西壁が削られる。 正確な規模は不

明ながら東西軸約 3. 7 m を 測る隅丸

方形プラン を 呈すると思われる。 切

り合い状態にない南壁では壁高が11

cm を 測り、 傾き を 持 っ て立ち上がる。

若干北側へ傾く平坦な床面には 2個

の柱穴が検出された。 相方とも長径

30 cm · 深さ18 cm前後の楕円形で、 南

壁より約 80 cm、 内側で柱穴間1 .94m 

を 測る。

遺物 出土遺物 は少なく、 すべて

疫土からの出土である。

＼
 

゜

... - - 2 m 
⇒ 

第92図 第25号住居址、 溝址15実測図

2
 

\J../ 4  

3
 

5
 

• • • 10cm 
I 

第93図 第25号住居址出土土器
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第94固 第25号住居址出土土器拓影

—-
�I 

O 5 cm 
••• 

壺形土器（第93図 l 、 第94図 1 ) 全器形は知り得ないが、 頚部は 9 本歯の櫛描 T 字状 文で飾

られ、 底部は上げ底になり、 そ こから体部は直線で外開する。 この 2 点の破片は赤色塗彩が施

されていない。

高杯形土器（第93図 2 ) 小形のもので脚部内面を除く他は赤色塗彩される。 ある い は器台形

土器かもしれない。

甕形土器（第93図 3 - 5 、 第94図 2- 5 ) この器種には大小あり また台付甕形土器がある。

器形は頚部が孤状になり、 口縁部が素直に外反 し 、 体部が球形で この部に最大径がある点等特

色がある。 文様は頚部下の左回転の櫛描廉状 文を中心に口 縁部及び体部下半 まで右上がりの波

状 文になる。 基本整形は刷毛ナデとヘラミガキである。 台付甕形土器 ( 3 ) は台部のみの検出

で、 裾部が外反する ラ ッ パ状の器形になる。 刷毛整形が顕著である。

この他これらの土器に混じって、 浮線網状 文の 文様をもつ縄 文時代晩期の資 料(6)を1 点得た。

第 1 - 3 次に亘る調査で唯一の遺物である。

9 第26号住居址（第95·96図、 第39図版）

遺構 調査地の北側住居址群の ひとつで、第27·31号住居址よ り新 し く、溝址19に切られる。

柱穴の配列と炉の位置によ っ て認められた住居址で、プラン及び掘り込みの規模は不明である。

しかし 6 本の柱穴のあり方から 主軸、 短軸は そ れ ぞれ 7 m · 5 m を越える隅丸長方形を呈する

ものであったと思われる。 主軸方向はN-85"-Wとほぼ東西方向を指す。柱穴の規模は径30cm

前後で、深さは四隅のものについてみると南西隅が13cmと若干浅 い が他の 3個は20cmを越える。
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そ れ に 対 し 、 残 る 中 間 の 2 個 は 8 cm · 10cm と 浅 く 、 径 も 幾分小 さ い 。 配列状況は主軸方向 2 間

X短軸方向 1 間 で 、 西側炉辺 の 間 隔3 .30m に 比べ60cm程長 い 、 不整長方形 で あ る 。 炉 は 西側柱

穴 間 の 中央やや内側寄 り に 位謹 し 、 径60cm · 深 さ 5 cmの 舟底状 の 凹 み に 焼土 が残存 し て い た 。

炉 の 西辺 か ら 高杯の坪部 が床面 に 密 着 し て 出 土 し た 。 床面 は平坦で軟弱 で あ る 。

遺物 出 土量 は 少

な く 、 確 か な も の は I I 

高 杯形土器 1 点 に す 〖 -0 ゜
◎ -

ぎ な い 。 イ本部 と 口 縁

部 の 境 は 鈍 い 稜 を な

＇ ゜し 、 口緑部 は孤状 に

＼ 外反 し 、 端部 に相対

す る 4 個 の 突起 を 有

す る 。 内外面 と も て

い ね い に 研磨 さ れ 、

じ／赤色塗彩力憬§ さ れ る。 ◎―-

冒

。
一

2 m 

j 

第95図 第26号住居址 、 溝址19実測図

7
 

3
 

戸!w 4
細 . .

lQcm 
I 

第96図 第26 ( 1 ) · 27 ( 2  - 4 ) 号住居址出土土器
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10 第27号住居址（第96·97図、 第39·46図版）

遺構 調査地の北側住居址群

のひとつで、 第26·31号住居址

及び溝址19よ り古い。 このため

南東隅一部を破壊される。 プ ラ

ンは隅 丸長方形で、 主軸7 .26m
・ 短軸4 . 68m を測り、 主軸方向

N -43<:_ wを指す。 壁は直に近

く、 東 ・ 西• 南• 北の壁高はそ

れぞれ 7 · 9 · 4 . 5·15cmとば

らつきがあるが、 北壁高が本来

のものに近いと思われる。 柱穴

は 4個確認された。 プ ランと調

和的な方形配列を呈する。 規模

は南側の 2個がやや小さく、 北

壁添いのものは径50cm ・ 南壁添

いのものが径30cmである。 深さ

は18-30crnを測る。 柱穴間の長

さは 主軸方向3 . 05 m ・ 短軸方向

z .oo m の間隔をとる。 北側柱穴

間には長さ30cmの方柱状河原石

を縁石として南側に配する地床

炉が存在する。 炉辺からその北

側にかけて炭化物の散布が著し

か っ た。 床面は平坦で軟弱であ

るが、 炉址付近は堅緻である。

遺物 出土量は少ないが、 床

面に密着するものが多く、 南西

柱穴辺に集中する。 また北東柱穴内よ り台付甕形土器の台部を得た。 図示できるものは、 体部

O o o 

第31 号住居址

◎ 

／
 ゜

゜-=
 

2 m  

第97図 第27号住居址実測図

が内弯気味に立ち上がり片口がつくり出される浅鉢形土器、 口縁部が短く立ち上がる高坪形土

器の杯部及び底部と台部の接着 ヶ 所が隆帯になる台付甕形土器片の 3 点にすぎない。 浅鉢•高

杯形土器には内外面とも赤色塗彩が施される。

11 第28号住居址（第98-100図、 第40·46図版）

遺構 上部遺構に第26号住居址·溝址17·19がある。 規模は 主軸6 .72m ・ 短軸5 .24mで、 主

-131-



◎ 
◎ こ

◎ 

◎
◎ ◎ 

L 冒 ＼
I I // // I 璽冒 I

0 S K 86 
S D  17 

。
一

2 m 
j 

第98図 第28号住居址、 土t広86実測図

軸 方向 を N -1 8
゜
ー E に と る 隅 丸長方形 プ ラ ン で あ る 。 規模の 点 で は 本 調査 で確認 さ れ た 住居址

中 最 も 大 き い 部類で あ る 。 壁 は やや傾 き を 持 つ が直 に 近 い も の で、 壁 高 は 東 ・ 西 • 南 • 北で各

々 20 · 14 · 24 · 1 3cm を 測 る 。 床 面 は 平 坦 で 、 1 間 X 2 間 の 長 方形配列 を 呈す る 6 個の 主柱穴 を

持 つ 。 北西の 2 個 の 主柱穴の傍 に は 、 ひ と 回 り 小 さ な 補助支柱穴 と 思 わ れ る ピ ッ ト が あ り 、 主

柱穴様の 規則的配列 を 示 さ な い が北壁際 に 長 軸50cm ・ 深 さ 27cm の 楕 円 形 の ピ ッ ト が 1 個存 在 す

る 。 主 柱穴 の 規模 は ほ ぼ径30cm で深 さ 16-25cm 、 支 柱穴 は 径 1 5cm · 深 さ 13-20cm で あ る 。 1 間

の 長 さ は 主軸 方 向 で 1 .74-2 . 1 8  m 、 短軸方向 で2 .22-2 .40 m を 測 る 。

遺物 遺物の 出土量は 比較的 多 い の で あ る が、 図示 で き る も の は 少 な い 。 す べ て 覆土 か ら の

出 土 で あ る 。

壺形土 器 （ 第99図 1 · 2 、 第 1 00 図 1 ) 図示 で き る も の は 外面 が赤色 を 呈 す る 小形の も の に
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第99図 第28号住居址出土土器

す ぎ な く 、 第 100図 1 は 肩 部破 片 の 拓影 で櫛描平行線文 がめ ぐ ら さ れ 、 縦方向 の 円形剌 突 文 で

飾 ら れ る 他 は 不 明 で あ る 。

浅鉢形 土 器 ( 3 ) 体部 が内弯的 に 外 開 し 、 口縁端がやや立 ち 上 が る 器形 に な る 。 整形 は ヘ ラ

ミ ガ キ を 基調 と す る が、 外 面 の 器面 は あ れ 、 さ だ か で な い 。

高 杯形 土 器 ( 4 - 6 )  4 は 坪部 の み で 、 体 部 が内弯気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁 部 が外 反 す る ラ

ッ パ状 の 器形 に な る 。 5 は脚部の破片 で あ る 。 6 は 特異 の 形態 で 、 坪部 が断面 三 角 形状 を 呈 し 、

脚部は 低 く 大 き く 外 開 す る 台付 グ ラ ス 形 の 器形 に な る 。 ま た 脚 部 に は 4 個 の 三 角 形 透 し が あ け

ら れ る 。 こ れ ら は 脚部内面 を 除 き 他 は研磨 さ れ 赤色 塗 彩 が施 さ れ る 。

甕形土器 （ 第99図 7 - 9 、 第 100図 2 - 1 1 ) 第99図 7 · 9 は 台 付甕 形土 器 で あ る 。 7 は 頚部

が孤状 に な り 、 そ こ か ら 口緑部 ・ 体 部 が素直 に 外 開 し 、 イ本部 中位付近 が球形 に な り 最大 径 が あ
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第100図 第28号住居址出土土器拓影

る。施文 は 8 本歯の櫛状工具によ っ てなされており、 その範囲は口縁部からイ本部最大径下まで

波状文が帯状にな っ てめぐる。8 は体部以下を欠損する。頚部が緩いくの字形を呈して屈開し、

そのまま口縁部が外反し、 肩部に丸味を有する。1 0は底部片で平底になる。第 1 00 図 2 -6 は

口縁部片、 7 は頚部片、 8 は肩部片、 1 1 は体部上半及び 9 · 1 0はイ本部下半の破片で あ る。文様

は 図示した 8 及び 7 の拓影の土器に頚部の廉状文をみる他は口縁部 からイ本部下半まで右上がり

の波状になる。た だ 8 の拓影のものには列点 文 が認められる。整形は刷毛整形を碁調とするが、

文様帯のな い 体部下半及び内面はヘラによりミガキ様ナデで仕上げられる。

12 第29号住居址（第78図）

遺構 第28号住居址南側、 土砿 82の東側に存在する焼土の層を炉址と想定し 、 住居址名を付

したが、 その後の精査にも拘らず住居址としての施設を確認するには至らな か っ た。第28号住

居址に近接し、 床面 レ ベ ルの差が32 cm あ っ て第1 1 号住居址検出面 レ ベ ルと同ーで あ ることから、

これより新しい 遺構で あ る。焼土の形態は卵形を呈し、 長軸28 cm ・ 短軸20 cmの規模で、 深さ 5

cmの舟底状になる。柱穴はなか っ た。

遺物 この遺構に直接関連するものは確認できな か っ た。
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13 第 30号住居址 （ 第 101 · 102 図 、 第40 · 47 · 48図 版）

遺構 調査地中央部

に 位 置 す る 。 溝址 1 5 ·

16 · 20に よ っ て切 ら れ 、

上部 を 配水管 が溝址1 2

· 1 3 と 交 差 す る よ う に

通 る 。 プ ラ ン は 隅 丸不

整方形 と も 言 う べ き 形

態 を 呈す る 。 規模は 、

長 軸5 .68 m ・ 短軸5 .30

m を 測 り 、 長 軸 方 向 は

N -56
°- E を 指す 。 壁

高 値 は 東 ・ 西 • 南 • 北

壁 に お い て 各 々 16 · 1 5

· 1 6 · 20cm に な り や や

傾 き を 持 っ て 立 ち 上 が

る 壁で あ る 。 床 面 は 若

干北 に 傾 く が平坦 で あ

る 。 柱穴 ． 炉址 は な か

鬱

.. ー／ー ーー
／鼻鵬瓢ニ • ゜ 2 m  

第101図 第30号住居址実測図
っ た 。

遺物 完形品 及 び そ れ に 近 い も の が 多 い 。 そ れ も 北東隅付近 に 床面 か ら 覆土 に か け 集 中 し て

出 土 し た も の で あ る 。 こ の 他 か ら の 出 土 は 少 な い 。

壺形土 器 ( 1 ) 頚 部 上 は 欠 損す る 。 体 部 は 肩 がは り 、 球形胴 に な り 、 下 半 が鈍 い 稜 を 残 し 、

こ け て 直線的 に 底部 に 集約 さ れ る 。 底部平底 で あ る 。 文 様 及 び赤色塗彩は施 さ れ な い 。 整 形 は

ヘ ラ に よ り な さ れ 、 外 面 がて い ね い な ミ ガキ 、 内 面 は ナ デ に な る 。

柑形土器 ( 2 ) こ れ も ま た こ の時期 で は 珍 し い 器形 で 、 頚 部 が く の 字形 に 屈 開 し た の ち 鈍い

稜 を な し 口縁部 が直立的 に 立 ち 上 が り 、 肩 部 か ら 体部 は 球形 に な る 。 イ本部下 半 が欠 損 し て い る

の は 残 念 で あ る 。 外 面 は ヘ ラ ミ ガ キ が、 内 面 が同 工 具 に よ る ナ デ整 形 が施 さ れ 、 外 面 及 び 口 縁

部内 面 は 赤色 塗彩 さ れ る 。

高 坪形 土 器 ( 3 - 5 ) 3 個体出 土 し て お り 、 3 は住居址 中 央東 よ り の 覆土 か ら 単独 で 出 土 し

た も の で、 杯部 は 直線的 に 外 開 し 浅鉢 に な る 。 4 は完形 に 近 い も の で、 直線的 に 外 開 す る 頚部

か ら 口縁部が短 か く 立 ち 上 が っ た 後大 き く 外反 し 、 端 部 に 4 個 の突起 を 有す る 。 脚 部は ラ ッ パ

状 に 外 開 し 、 裾部は 更 に 外 開 す る 。 5 は 脚 部 上 半 の 破 片 で 、 4 よ り 筒形 に な る 。 こ れ ら は脚 部

内 面 を 除 き 他 は 赤色 塗 彩 が施 さ れ る 。
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第102図 第30号住居址出土土器
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甕形土器 (6 - 9 ) 大・小の器種があり、 小形のもの (7 - 9)は高台付になるものと思わ

れる。 6 は頚部が短く立ち 上がり、 内に鈍い稜 を構成し、 口 縁部は長く外開するがその角度は

大きくない。肩部に丸味がありイ本部中央に素直に接続し、 その ま ま底部に集約される器形にな

る。 7 は頚部が孤状で、 その ま ま素直に口 縁部 ・ 肩部 を構成する。 体部中央は扁 平な球形にな

り、 下半は直線的になる。 8 は口 縁部 ・ 体部下半が欠損する。頚部はくの字形になり、 体部は

球形 を 呈する。 9 は外開する低い高台が付され、 体部との接着部は隆帯様になるところに特色

があり、 口縁部が外反し、 肩が張り、 球形胴で、 底部が 丸味 を 有する尖底状の器形になる。 こ

れ ら の土器の 文様は頚部の左回りの簾状 文とそれを口縁部か ら 体部最大径下 まで右上がりの波

状 文になる。 施 文の順序は 7 - 9 が口縁部 波状 文 ・ 頚部廉状 文 ・体部波状 文にた いし、 6 は ロ

縁部 ・ 体部波状 文 を 施した のち、 頚部籠状 文で飾る。 文様帯下の整形は刷毛で、 イ本部下半及び

内面はヘラによ る。

14 第31号住居址（第 103· 104 図、 第41図版）

遺構 調査地北側住居址群の ひとつで、 第27号住居址よ り新しく、 第26号住居址よ り古い。

また溝址19によ り北 • 西の壁の一部が破壊されている。 プランは東壁がやや張る隅丸長方形で、

主軸方向はN-80'!_W を 計る。壁高15cm前後で若干傾く。 底面は全体に平坦であるが、 東壁付

近で中央部がやや盛り上がる。 ピットは 6個数え ら れるが、 主柱穴は 4個であろ う 。 北東・南

東•南西隅の直径は20cm前後でほぼ同ーであるが北西隅のものは直径50cm· 深さ30cmと規模に差

t
か
�,,'ァ;I ' 

゜

゜
i 

の°
鳳 ゞ- ゜

I ゜ z m  ... 

第103固 第31号住居址実測図
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第104図 第31号住居址出土土器

•゚•• 10cm 
I 

がある。 北西隅に長径60cmの貯蔵穴であろうか。 西側柱穴間やや北よりに径30cm程の舟底状を

呈する地床炉があり、周辺に炭化物が散在していた。

遺物 出土量は少なく、すべて覆土中よ り破片で出土したが、 図示できるものは後述の 2 点

にすぎない。 内外面 と も赤色塗彩された高坪形土器の坪部下半の破片 と 、頚部 上を欠くが、肩

• 体部上半が球形で丸味を有し、体部下半が直線的になり、平底の底部に至るいわば茶壺形に

なる甕形土器である。 後者の 文様は頚部付近に限られ、廉状 文及び 2 帯の波状 文がめ ぐらされ

るのみであり、整形は外面にはタテ ヘラ ミ ガキが 、内面が刷毛・ ヘラナ デ ・ ミ ガキカ悧§される。

15 第32号住居址（第 105-107 図、第41· 48図版）

遺構 調査地北東隅に位置 し 、 3 つの土砿墓の直下に当 た る。 住居址北側一 部を溝址15·16

によ って切られるが、残存部よ り不整楕円形を呈する と 思われる。 長軸方向は不明であるが、

短軸方向3 .36mを測る。 壁高は東 ・ 西 • 南壁で13·20· 12cmで、立ち上がりは直に近い。 柱穴

は 5個確認されたが、本来は 6 本柱であった と 推定される。 規模は ほ ぼ径25cmで深さは23-38

cmを測る。 床面は平坦で軟弱である。 炉は定かでないが西側中央付近にうすい焼土の散布が認

められた 。
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遺物 出 土 量 は 少 な く 、 す べ

て 穫土 か ら の 出 土 で あ る 。 器 種

は 図示 し た 高 杯 ・ 甕形土器の他、

赤色塗彩 さ れた壺形 土 器 があ る 。

高 坪形 土 器 は 杯 • 脚部の接着付

近 の 破 片 で 全形 を 知 り 得 な い 。

杯部外 内 面 及 び脚部外面 は 赤色

塗彩 さ れ る 。 甕形土 器 に は破片

が 多 く 第 1 06 図 3 の み 半完形品

で、 頚 部 が孤状 に 外 開 し 、 そ の

ま ま 口 縁 部 が外反 し 、 肩 部 も 素

直 に 外 開 し て 体部 中 央 が丸 く な

り 、 下半 は 直線的 に 上 げ底 の 底

部 に 集約す る 器形 に な る 。 文 様

は 頚部 の 左 回 り の 簾状文 を 中 心

に 口 縁部 ・ イ本部最 大 径 下 ま で波

状文 に な る 。 第 1 07 図 に示 し た

拓影の 文 様構成 も こ れ に似 る が、

1 の 口 縁部中位 に 櫛描平行沈線

文 がめ ぐ り 、 4 は 頚 部 に接続 し

な い 2 帯 の 廉状 文 が施 さ れ る 。

整形は 文様帯 下 は 刷 毛 ナ デ整形

痕 が残 り 、 そ れ 以外の外面 は タ

テ ヘ ラ ミ ガキ が、 内 面 は 同 手 法

及 び整形 ナ デ が施 さ れ る 。 第 1 0

6 図 2 は台付甕 形 土 器 の 台 部 片

で 、 端 部 は 面取 り さ れ る 。

゜-
第105図 第32号住居址実測図

M 

2 m  
I 

.. . . 
第106図 第32号住居址出 土 土 器

1 6  第33号住居址 （ 第86図 、 第37図版）

遺構 調査地南西隅住居址群の ひ と つ で あ る 。 大 半 は 区域外 に か か り 、 第22号住居址 に 切 ら

れ る た め 、 プ ラ ン ・ 主軸方向 ・ 規模は 不 明 で あ る 。 わ ず か に 北壁高 7 cm を 知 り う る に す ぎ な い 。

コ ー ナ ー の形態 か ら 住居址 を 想定 す る が、 伴 な う で あ ろ う 施設 を 確認す る に は 至 ら な か っ た 。

遺物 出 土遺物は な か っ た 。
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第107 図 第32号住居址出土土器拓影

17 第 34号住居址 （第111 図）

遺構 調査地南端、 溝址22の南側に位置する住居址であるが、 その大半が醐査区域外にかか

るため プラン ・ 主軸方向は不明である。わずかに北壁の長さ4 .50m を 知 り うるにす ぎない。

遺物 出土遺物はなかった。 （竹内稔• 矢口忠良）

第 3 節 土砿墓及 び土砿

l 土砿墓 （第 1 08· 1 09 図、 第42図版）

遺構 調査地北東隅付近から検出されたもので、 南側のものよ り 2 -4 と番号 を付す。 こ れ

らは地表 下 1. 2m付近にあ り 、 調査では掘 り 込み面は確認できなかったが、 その出土状況から

それ程深い墓拡とは思われないし、 また直葬と思料される。

土t広墓 2 は頭部付近の掘込みが広い隅丸三角形の、 主軸方向 を N -55�Wにとる プラ ン で、

その規模は頭部のある西側でO . 82m、 南側で1 .28 m、 北側で1.20m測る。確認面から底面まで

14 cmの深さである。人骨は頭部が西にあ り 、 顔面 を 南に向ける横臥屈葬の状態で確認された。

土砿墓 3 は 2 の西側、 4 の南側に隣接して掘 り 込まれている。プラ ン は円形 を 呈し、 その規

模は径37 cm ・ 深さ40 cm を 測る。人骨は幼児骨で、 顔面 を 北側に向け、 座位屈葬の形態で検出さ

れた。
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土砿墓 3 は主軸をN -45
゜

- E 方向にとり、 規模が長

軸 1 . l m ・ 短軸1 . 54 m の楕

円形を呈する墓i広で、 そ の

深さは検出面から14 cmであ

る。 人骨は北に頭部を向け、

顔面を東に向ける横臥屈葬

で確認された。

遺物 これらの土砿墓内

からの出土遺物はなかった

が、 土拡墓 2 の東側調査地

外から整地の際、 遺構確認

面より約30 cm程浮いて、 五

輪塔の空 ・ 風輪 1個、 火輪

3個、 水輪 1個が出土した。

火絵は各稜とも そ り返り、

水輪は扁平楕円形になる特

色がある。 （竹内稔）

＼
 

。一 一 1 m 
⇒ 

―� 
第108図 土拡墓 2 - 4 実測図

2 出土人骨について

出土した人骨は成人 2 体、

幼児 l 体である。頭位は そ

れぞれ異なる が、 成人骨は

上、 下肢を強く屈曲して、

右側を向く横臥屈葬位であ

る。 いずれも保存状態はよ

い が、 脊柱や肋骨、 寛骨等

は脆弱で細片化した部分 が

多い。

本稿では幼児骨を中心に、

東側人骨を第 2 号、 西側人

骨を第 4 号と呼称する。以

下、 各人骨の形質について記載する。

3
 

。一 10 20cm 
I 

第109屈 土t広墓周辺出土五給塔
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頭蓋骨〈第 2 号〉 骨質は堅緻で表面は滑沢である。脳頭蓋はプ レ グマー イ ニ オ ン間を欠くが、

ほ ぼ残存する。顔面部は眼裔 下縁より下部、 頭蓋底のすべ て を欠く。 頭蓋冠の骨壁はや 、 薄い。

冠状縫合は細かく複雑で、 内面のみが消失している。矢状 ・ 人字縫合ともに離開する。前頭縫

合は認められない。眉間 ・ 眉 弓 は弱度に発達するが、 前頭部の膨隆は弱い。側頭線も顕著でな

い。鼻根部の陥凹は浅く、 頬骨の外側への突出も弱い。眼窯上縁は鈍で、 前頭切痕は左右とも

孔状となる。乳様突起は下方へ向き短小である。下顎骨はほ ぼ完形を保つ。骨体、 下顎枝とも

大型であるが、 細く華奢である。下顎枝示数は中等度を示す。願隆起・結節の発達は強くない。

願孔は大きく後方に開口し、 両 側ともP2-M1間にある。下顎棘は明瞭で 2 点の棘状となる。顎

舌骨筋線は弱く、 同神経溝も浅い。二腹筋 窺 、 翼突筋粗面ともに平滑で、 下顎切痕は深い。下顎

隆起はみられない。

上・下顎とも歯列はよ く整っており、 鋏状咬 合をなす。

残存歯の歯式は次のとおりである。

M2 MI P2 P1 C I I [ I I C PI P2 MI  M2 X 

M3  M2  Ml  X PI C I I / I I C P l  P2 M l  M2 
X 印 欠失歯

● 印 麒 蝕 歯

下顎前歯切縁に軽度の咬耗が残り、 特に犬歯の尖豆頁は鈍円状となる。臼歯全体にMart inの 2

度程度の咬 耗がみられる。また大臼歯のすべ て の近・遠心隣接面に強い嗣蝕があり、 その歯槽

縁には病的歯 周 嚢に よ り生 じ たものとされる骨吸収の痕がみられる。

〈第 4 号〉 左右頬骨弓 、 大後頭孔周縁、 脳頭蓋の小部分を欠失するが、 下顎骨 （各突起の一部

を欠く） を含めて ほ ぼ完形である。

上面観は類卵円形で、 長幅示数から示頭に属する。た だ しこれは最大幅が 137mmとほ ぼ通例

の値に対し、 最大長が 193mmの長径を示す所以である。冠状、 矢状縫合とも簡 単な形状で、 わ

ずかな癒着の傾向をみせ 、 人字縫合の両端、 後頭乳突縫合にかけて 離開する。頭 項孔は左側に

存在するが、 右側は破損部にはいる。

側面観では前頭部の膨隆は中等度 、 や 入 後下方に突出した外後頭結節 （結節はBrocaの II 型）

に至るまで、 頭項の絵郭は一様である。坦平面の粗面の発達は強い。乳様突起は左側のみで、

下方に向い長大である。

前面観の眉間、 眉上弓の発達は顕著で、 頬骨の突出も強い。鼻脊側面角は62で小さく、 や >

高い弯隆をみせ 、 鼻示数から低鼻あるいは広鼻形にはいる。眼窟形は鈍円四角形で、 左右対象、

中眼窓である。梨状孔は鈍円、 前鼻 棘をほとん ど欠き、 下縁の形成弱く、 歯槽部前面への移行

は平面状からや > 陥凹する。上顎歯槽型は短顎、 口蓋示数は広口蓋を示す。歯 弓の形はU 字型

で、 口蓋突起は平滑、 同隆起はみられない。Kol l mann の顔面示数からは長顔で、 同上顔面示数

は短上顎に属する。

下顎骨は両 側下顎小頭と左下顎角を欠くが、 他は完形である。骨体は厚く頑丈で、 後方へ向
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第 6 表

第 4 号頭蓋骨主要計測値 及び示敬

頭蓋最大長 193 mm 

2 グ ラ ベラ ー イ ニ オ ン長 186 

8 頭蓋最大幅 1 37 

， 最小 前頭幅 1 00 

10  最 大 前頭幅 1 1 6  

1 1  両 耳 幅 1 29 

1 2  最大後頭幅 1 1 3  

20 耳 プ レ グマ 高 1 09 

23 水 平 周 547 

24 横 孤 長 312 

8 : 1 頭蓋長幅示数 70 . 98 

20 : 1 頭蓋長耳高示数 56 . 48 

43 上 顔 幅 1 10 

44 両 眼 窯 幅 106 

48 上 顔 面 高 66 

69 オ ト ガ イ 高 33 

69 - 1  下 顎 1本 高 33 

69 - 3  下 顎 体 厚 1 5  

75 森脊側面角 62 

って低くな る 。 下顎切痕は残された形状から浅い。 願結節は強く発達 し、 骨体下縁とともに肥

厚す る 。 前歯部の歯槽隆起は平坦。 願孔は両側とも P2- M 1 間で、 後上方へ開口す る 。 願孔は上

部 2個、 下部1個の稜状。 舌下腺窯、 顎下腺裔ともに浅い。 顎舌骨筋線は強いが、 咬 筋 、 翼突

筋粗面とも弱い。

上顎前歯が欠損す る ので、 咬 合型は明瞭でないが、 下顎前歯は唇側へ強く突 出 し、 下顎前突

の傾向を窺わせ る 。

残存歯の歯式は次のとおりであ る 。

M 3  M2 如 P2 P 1  C X X I X X C P l  P2 M l  M2 M3 

M3 M2 MI P2 Pl  C I I J I I C P1 P2 MI M2 M3 X 印 欠 失 歯

上・下顎の犬歯は尖頭が消失し、 切歯の切端も咬 耗痕があり、 全体的には Mart i nの 2度に相

当す る 。 歯石の沈着はわずかに認められ る が 、 嗣蝕はまったくみられない。 大 臼 歯の歯冠が著

しく大きな計測値を示すようであ る が詳細な検討は別稿にゆず る 。

上腕骨 〈第 1 号〉 両側でも頚部より骨頭を欠失す る 。 中等度の大きさで、 骨幹の弯曲はみら
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れず伸直で あ る。捻転も強くなく、 筋附着部の粗槌性も弱い。撓骨神経溝は浅く、 肘頭窺は楕

円型、 骨体横断示数は R =76 : 00 、 L =79, 17 で あ る。

〈第 3 号〉 左右とも骨体中央部が残るのみである。太く頑丈な形で、 外弯性が強く、 大小結節

も強く発達する。三角筋粗面も粗く、 撓骨神経溝はや > 明瞭で あ る。 骨体横断示数はR =69. 2

3 、 L =79. 17 。

撓骨 〈第 1 号〉 左茎状突起を欠くが、 他は両側ともに完形で あ る。 骨体は細く、 上下端も小

さい。 頚体の屈 曲は弱く、 弯曲は小、 扁平性も著明でない。骨間稜の発達は中等度で、 掌面は

弱い凹面をつくる。撓骨結節は弱い。右手根関節面の前縁に平行して強い堤状の骨稜が形成さ

れている。最大長R L =233mm、 骨体横経 R L =18mm、 同矢状経 R L =13mm、 同断面示数R L =

72. 22 、 下端幅 R =36mm。

〈第 3 号〉 右は近位端を、 左は両端を欠く。 第 1 号に比べて骨幹の形態に大差はないが、 やや

頑丈で、 骨間縁が強度に発達している。撓骨結節も大きい。骨端も大きく強い粗槌性をみせ、

手根関節面で内外側を二分する明瞭な一稜がつくられている。 骨体断面示数R L =72. 22 。

尺 骨 〈第 1 号〉 細く華奢な形で

あ る。弯曲は軽度で、 断面三角形

に近い。骨間縁は弱度。肘頭は尖

形で烏啄 突起は鋭い。尺骨粗面は

深く陥凹し、 溝底は粗槌で あ る。

全長R L =247 mm、 骨体横径 R =

16mm、 L =14mm、 断面示数R =87

. 50 、 L =92. 85 。

〈第 3 号〉 右側完形、 左側上下端

を欠く。骨間稜が強く発達し、 回

外筋稜等も顕著で あ る。脊側縁は

鈍で掌側面は凹面、 尺骨粗面も強

く発達する。 烏啄 突起は大きく鋭

い。全 長 R =247 mm、 骨体横径 R
=19mm、 L = 18mm、 同矢状径 R =15 

mm、 L =14mm、 断面示数R =78 . 9  

5 、 L =77. 78 。

大腿骨 〈第 1 号〉 右側は骨頚部

から近位端を欠き、 左側は両端と

骨体上部を欠く。骨体の弯曲は弱

く、 粗面の程度も強くない。大腿
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骨稜は 中等度の発達で、 骨体は遠位骨端へ緩 く 移行し、 関節端は大き く ない。 上部骨体断面は

広型(R = 84 .85) で扁平性 はみられない が、 中央部では 中等 ( R L = 110 .71) で わずかに

P i  l aster の形成が認められる。

〈 第 3 号〉 左骨頭 は残る が他の両端はすべて欠失する。 骨体は短か く 太い頑丈な形を有する。

弯 曲 は や 、 強い。 各筋附着部は強い粗槌性を具え、 特に臀 筋 粗面は結節状の稜を形成する。 大

腿骨稜も高 く 隆起し、 耕側唇 は 下部に至るも強い一稜をなす。 骨体上部断面 は超広( R = 73 . 

53 、 L = 72 .22) で強い扁平性を現 わすが、 中央部は 中等(R = 1 13 .79、 L = 93 .75) である。

最大長R = 415mm。

経骨 〈第 1 号〉 帯状粗面 が脆 く 、 左側で肱側顆を欠 く が、 右側は 完形である。 太さに比して

骨体が短かい。 弯曲、 捻転も少ない。 経骨粗面の発達 は弱い が、 膝隊筋線 は 結節状に発達し、

特に右側は膨隆した骨稜となり、 強大な下腿筋の存在を推測させる。 前稜は鈍でほ ぼ伸直、 骨

間縁は鋭い。 中央骨体横断面形は外側面や 、 凹弯するも 、 後側の一稜のため不整菱形をなす。

栄養孔部に おける経示数から正経に分類される。 最大長R = 333mm、 （以下R のみ） 上端幅73

mm、 粗面部矢状経42mm、 同横径40mm、 下端幅47mm、 同矢状径33mm、 中央部骨体断面示数 R = 8

1.25、 L = 83 .87、 同栄 養孔部 R = 77 .14、 L = 78.79。

〈第 3 号〉 両側ともに近位関節端を欠 く が、 ほ ぼ完形である。 短かい が頑丈な骨体である。

各縁とも鈍で後稜の形成も微弱である が、 排側面 が強 く 溝状に陥凹するので、 前稜 は直状なが

ら、 太い骨稜となる。 経骨顆や誹骨切痕附近は 強 く 粗棧となり、 膝 腐筋線 は弱い。 断面 は 二等

辺 三角形に近似する。 第 1 号に比して周径等に おいて大差ない が、 骨端が大きい。 下端幅 R =

52mm、 同矢状径41mm、 中央部骨体断面示数R = 80 .oo 、 L = 74 .19、 同栄養孔部 R = 76 .47、

L = 75 .oo。

耕 骨 〈第 1 号〉 右側が小部分を欠 く が、 完形。 前稜は極度に鋭 く 、 骨間稜も強い。 経側・肱

側両面 が著しい凹面をつ く るため、 前稜は 薄い骨壁として形成される。 こ のため中央横断面は

T 字型となる。 骨体はや 、 強 く 内弯する。

〈第 3 号〉 骨体中央部を残すのみであり、 伸直で、 前稜の発達 は 強 い が他 は 中等である。

幼 児 骨 各骨 は プロ ック状に集積した状態で、 それぞれ が遊離して い る。 骨の保存はよ く 、

長骨は 原型に近い。 頭蓋骨も細片化した部分 が 多い が、 脳頭蓋な ど は接合できる。 下顎骨は骨

体部が比較的の こり、 歯式は 次のと おりである。

m m c 

Ml ⑯ (@ C 

c m m 

⑤ ⑯ ⑲ MI O �P 残 存 歯

残存歯 はすべて乳歯で、 すでに完成されている が 、 6 歳前後を萌 出 期とする大 1 大臼 歯 が、

すでに歯冠の形成は 完 了 し、 歯槽も開放された出鰍直前の状況から、 年 齢 は 4 ·5 歳を算える

幼児骨であれう。

以上、 略記した骨の形質から第 2 号人骨は 熟年の女性と推定される。 乳様突 起 は弱 く 、 大坐
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骨切痕も浅い女性人骨としては、 長骨の各部が強く発達する点が特徴的である。第 4 号人骨は

同じく熟年の男性骨であるが、 歯の咬 耗程度は第 1 号より進捗しや > 年長である ことを示す。

身長は約 159cmを算える。その頭蓋骨は著しい長径で、 逆に幅径は小さい長頭型であり、 顔面

示数は現代人に近い数値であるが、 幅径に比して小さな 上顔面高は、 寸ず ま りな顔付を想起さ

せる。歯 列 弓 は V 字型に近い下顎前突で、 各臼歯は強大である。 ま た第 2 号が相 当度の麒蝕歯

を有するのに比して、 第 4 号は殆んど罹患されていないのは典味深い。各長骨の長さは第 2 号

と大 き な相違はないが、 その骨格は強固で、 筋附着部や諸関節面は大 き く、 矮小ではあるが頑

丈な体躯を有したものと見なされる。

なお、 第 2 · 3 号人骨ともに縁嘴などにみられる骨の変形は認められなか っ た。゜
本稿は出土人骨の概観について記載したに止 ま り、 時代差を含めた他の人骨資 料との諸種の

比較検討は、 別の機会に譲りたい。

資 料を提供された長野市教育委員会、 骨や歯の観察について聖マリア ンナ歯科大学第二解剖

学教室 • 森本岩太郎教授、 信州大学医学部第二解剖学教室 • 田中実氏に多大の御援助、 御教示

を得た。深謝 申し上げる次第である。 （西沢寿晃 ）

3 土砿（第84· 86· 98· 110-113 図、 第42·44·50図版）

この遺構は調査地南半分に展開するものが多い。形態は円形 ・ 楕円形 ・ 方形に近いものから
一様でなく、 ま た規模においても柱穴様のものから、 井戸様のもの ま で多種多様である。柱穴

様あるいは掘り方様のものは柱列としての形態をとらない。それ故一括して土拡として取り扱

う。 これらは平安時代及び土砿 墓群と同レベ ルから検出したもので、 掘り込み面はそれらと同

じであるが、 そのほとんどの遺構の裂土は、 住居址のものよ り黒味が強く黒褐色砂質土である。

ただ68· 69·83の内部は白 褐色の粘土がつ ま っていた点注目される。

遺物でみるべ き ものはないが、 土師器・須恵器・灰釉 陶器等出土している。それも図示で き

ない程の破片である。

番号

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

第 7 表 土砿 一 覧表

図 番号 プ ラ ン

1 10 円 形

• 惰円形
,, 円 形

,, ,, 

，' ,, 

• ,, 

，' 不整円形

• 楕円形

m m cm 
規模（ 東 西 X南北 X深 さ ）

径 ! . I X53 

1 .SJ XI .25 X78 

径1 ,17 X80 

,, 1 .2QX85 

,, 0 .85 X72 

,, 0 .45 X2! 

1 .Q8 X95 X63 

0 .45 XO .65 X l 7  

長軸方向 出 土 遺 物 等 備 考 重 複遺構

土師器 ・ 杯
坪須恵沿 · 湧 水 S D 1 5 · 16 

N -70゜- W  ,, � ・ 甕 ,, S D 23 • . S D 16 . S K 71 
,, S D  15 · 16 

柱穴 ？

N -50°- E  湧 水

N - 5° ― E  
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ヽ

□〕

゜ 2 m  

第llO図 土砿群 (44-54·56-58·71·73·74)実測図
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52 ,, 隅 丸長方形

53 1 10 円 形

54 ,, 楕円形

55 77 円 形

56 1 10 不整長方形

57 � 不整円形

58 " ,, 

59 1 1 1  円 形

60 ケ 不 整楕円形

61 ，，， 不整方形

62 ,, 楕円形

63 1 1 1  不 整楕円形

64 � 不整方形

65 ，，， ，' 

66 ,, ,, 

67 ,, 円 形

68 1 1 2  不整楕円形

69 ,, 円 形

70 ,, ,, 

／ 

S B 34 
-三.l...- <--I 

2 m 

第 1 1 1 図 第34号住居址 、 土砿群 (59 -67 · 76) 実測図

0. 9 XO ,75 X26 

径0 .66 X20 

l . 2 X ? X22 

径55 X23

l . 17 Xl  .65 Xl7  

径l .03 Xl2

,, 1 . 1 X68 

,, 0 .59 X33 

0 .95 X 1 . 4 X45 

0 .56 X O. 7 X43 

O. 7 XO .85X30 

2 .35 Xl  .36 X62 

Q .98 X 0 . 9 X33 

0 .85 XO .91 X30 

0 .65 XO .75 X26 

径0 .37 Xl4  

1 .28 XO .93 X75 

径1 .08X80 

,, 0 .45 X30 

N -76°- W  

須恵器 ・ 坪 ・ 甕

N -42°- E  

N -26゜- E  須
炭

恵
物
器 · 杯 ・ 甕

化 ・ 集石

土師器 ・ 杯 ・ 甕 ． 磨石
須恵器 ・ 杯 • 灰釉

湧水

N -30°- E  湧 水

南 北 ,, 

N -30°- W  

N -80°- w  I 土師器 · 杯t不
· 甕

甕
I i勇 水

須恵器 . . . 灰釉
N -47�W 

N -10°- W  

N -1 7°- E  土師器 ・ 杯
須恵器 ・ 台付杯

N -68�£ 粘土 湧水
,, 
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S K  53 · 54 

S K  52 · 54 

S K 52 · 53 

S K 57 

S K 56 

S D 22 

I S D 23 



71  1 10 • 
72 1 1 2 不整方形

73 1 1 0  不整惰円形

74 ,, ,, 

75 1 12 円 形

76 1 1 1  ,, 

77 1 1 3  ，， 

78 77 不整楕円形

79 77 円 形

80 1 1 3  ,, 

81 ,, ,, 

82 84 不 整 方 形

83 77 円 形

84 • 不 整 円 形

85 ,, ,, 

86 ,, 円 形

□〗 S K 68 

□ .:K 69 

こ》 S K 70 

＼ 

0 

- -
第 1 1 2図 土坑群 (68-70 · 72 · 7 5 ) 実測図

,, 2 .28 X75 

0 .76 XO .96 X25 

1 .05 XO .77 X l 3  

! .71 X 0. 6 X l 6  

径 0 ,75 X l2 

,, 0 .39 X20 

,, 0 .95 X56 

! . 5 X2 .07 X W  

径0 .37 X l 8  

,, 0 .47 X 1 6  

,, 0 .85 X56 

1 .2s x 1  .04 x19  

径 1 . 14  X65 

,, 0 .76 X32 

,, 0 .80 X36 

,, 0 .78 X53 

N -20
゜

- W  

N -76°- E 

東 西

N -35
°
- E  

N -45°- E 
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土師器 · 杯 · 甕 湧 水
須恵器 ・ 甕

湧 水

礫 ,, . 悶 1 こ

柱穴 ？

ケ

粘土 SB18  
の 南 · i勇 水

S B 30の北

Z m  
:::f 

S K 47 

S D 25 

S D 22 

S D  15 · 16 · 24 

S B  2 1 · S D 1 9  

S D l9 

S D 18 

S B 29 

（ 直井雅 尚 ）



＼ 口 S K 77 

. I 万
S 0 23 

S B 21 

|
0
 

S K 80 
＼
 
S D  22 

鵬
... - - 2 m 

I 

第113図 土砿77 · 80 · 81、 溝址1 5 · 23 · 20実測図
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第 4 節 溝址 （第77 · 92 · 95 · 113-115 図、 第43 · 44図版）

今回の調査で11 ヶ 所の溝址を確認したが、 調査所 見で溝としての用途が考えられるのは、 溝

址15 · 16 · 20·22 · 24で他は用途不明の溝状遺構で あ る。 覆土は土t広に似て黒褐色砂質土層で

あるが、 溝址1 5のみ黄褐色の砂で埋っていた。 時期について定かでないが、 遺構から溝址15 ·

1 6にみるとおり、 弥生時代のものより新しく、 土砿群よ り古いものと考えられ溝址1 9では第21

号住居址よ り新しい。

遺構 溝址15 · 16 · 24は調査地北東端から南西端にかけ検出した直線的な 3 本の溝址で、 溝

址16に沿 う よ う に新たに溝址12が掘り込 ま れ、 溝址24は南西隅で、 溝址1 6と溝址24は合流する

あり方を示す。 途中で第25·32 · 30号住居址及び溝址22を切り、 土砿40 · 42 · 44 · 75に切られ

る。 土t広墓 4 も溝址16の上部に掘り込 ま れた遺構 であ る。 溝址15 · 16は区域内全長42mに及び、

溝址15の溝 巾 48-90cm、 溝址15 · 16を合わせると 1 - 1. 8mの規模を持つ走溝方向N-6d゜
ー E

を 指す。 溝床は全般に平坦で壁は直に近い。 ちなみに溝址1 6よ り溝址15の方が古く、 溝15の底

面レベ ル は南端と北端近くの差が約1 2cm あ り、 溝流路の方向は後背湿地から微高地に向かって

いる。 溝址16 · 24も これ程差は確認できないが同方向の流路と思われる。

溝址17 調査地北東端、 第25 · 28号住居址の一部を削り、 溝址15 · 16の北側2 . 60mの位置を、

調査区域外から溝址15 · 16及び19に沿 っ て延 びる溝址であ る。 溝 巾 50-84cm、 長さ9 .60mをも

って終 息する。 溝底は中間部で高低は あ るが、 ゆるやかに北東端から南西へ傾く。 その差は 7

cmで あ る。

溝址18 調査地中央部、 第1 3号住居址北側に位置し、 溝址15 · 16と19の間を同方向へ延びる

短い溝址で あ る。 東端は土砿86に切られ、 東端は配水管の下に消える。 長さ約 2 m· 巾50-70

cmを測る。

溝址1 9 調査地北側住居址群の上部から溝址15 · 1 6に沿って南西に走り、 第21号住居址の一

部を切りつつ調査地域外に延びる溝址で あ る。 中央付近で分流し、 土拡85で終 る。 調査地内の

長さ24m · 巾 60-96cmを測る。 所々に段 を 有するが全般に平坦な溝底の U 字溝で、 流路を微高

地から後背湿地にとる。

溝址20 調査地中央部から西側区域外にかけて延びており、 長軸8 .96 m ・ 短軸2 . 30m ·  深さ

10cm程の浅い土砿状掘り込みに端を発する溝址で あ る。 溝の方向はN- 74°-W を 指す。溝底は

凸 凹が顕著である。

溝址21-23 溝址22は調査地南東端から北西方向に延びる溝址で両端は調査区域外にかかる。

第34号住居址北側で分かれ溝址23となる。 溝址26との溝底の差が若干 あ る。 溝址22は溝址15 ·

1 6及び土拡54 · 58·75に、 溝址23は土砿45 · 60によ って切られる。溝址21-23の規模はそれ ぞ

れ長さ2 .80 · 10. 0 · 23. 8 m 、 巾 40 · 50 · 120cmで、 溝址22の流路方向はN-57'c._Wを指す。

溝址25 調査地南西端に位置し、 溝址15と第22号住居址の間に あ る。 調査では第22 · 23号住
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居址 に 切 ら れ る た め 、 そ の北側 の 一部 を 検 出 し た に す ぎ な い 。 巾40cm で 、 流路 の 方向 は N -71
゜

- E で あ る 。

遺物 遺構の も つ性格 で あ ろ う 、 弥生時代 か ら 平安時代 に 比定 さ れ る 土 器片 が出 土 し て い る

が 、 図 化 で き る も の は 第 1 14 図 に 示 し た も の の み で あ る 。 特 記で き る も の は 、 溝址 l 出 土 の 蓋

形 土 器 の 完形 品 と 、 溝址 3 出 土 の 坪形 土 器体部外面 に 3 字 の 墨 書 で あ る 。

� ニ 3

� 4  

2
 

�/ 6 
7

 

.. . . 10cm 
！ 

第 1 14図 溝址1 5 ( 1 · 2 ) · 16 ( 3 - 5 ) · 17 ( 6 - 8 ) · 18 ( 9 ) · 20 ( 1 0) 出土土器
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2
 

ーFSf'
 

1111• • 1 
5 cm 

第 1 15図 溝址15 ( 1 - 3 ) · 18 ( 4 · 5 ) 出土土器拓影

第 8 表 溝址出 土遺物

器
溝番号 図 番 号 そ の 他

弥生式 土 器 土 師 器 須 恵 器
15  第 1 14 図 1 · 2 赤色塗彩土器 坪 ・ 甕 蓋 • 高 杯 灰釉陶器

1 6  " 3 - 5 � ・ 甕 ケ ・ ，，， ,, . 杯 ・ 甕

17 "' 6 - 8  壺 • 高杯 ・ 甕 ・ 器台 ,, . ,, ,, . ,, . ,, . 長頚壺

18 ，， ， ，' ・ ク ・ '/ ク ・ ケ ，' • ，，  

19  第 1 1 5 図 1 · 2 ,,,. . ...... . ,,,, ,, . ..  
20 第1 1 4 図10 .,., . -'/ ・ ク ，， ． ，， ． 鉢 ？ ,/' . ,., . ,,,  

21 第 1 1 5 図 4 · 5 .,., . ク ・ ク ，' ・ ク ク ・ ク ・ ケ

22 赤色塗彩土器 ,, . ,, ,, . ,, 

23 ,, ,, ク ・ ケ

24 ,, ,, . ,, ，， ． ，'  

25 ,, ，' ・ ク

（小林秀行）

第 5 節 包含層 出土 の 遺物

遺構 に 伴 も な わ な い 出 土 土 器 を 取 り 上 げ る 。 土 器 量 は そ れ 程 多 く な い が、 多 種 類 あ る 。

弥生式土 器 （ 第 1 16 図 · 11 8 図 1 - 4 ) こ れ ら は 主 と し て 北側住居址群の 第 26住居址 及 び第

20号住居址付近 か ら 採 集 し た も の で、 こ の う ち 、 い く つ か は 第26 · 27号住居址 に 付属 す る も の

と 考 え ら れ る 。 壺形土 器 に は 図示 で き る も の が な い 程の破片 が 多 く 、 そ の ほ と ん どの 外 面 に 赤

色塗彩が施 こ さ れ る 。 頚部及 び肩部 に は 赤色 塗彩 が な く 、 第 1 18 図 2 · 3 に み ら れ る よ う に 文
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様帯 を 構成 す る 。 2 に は 相 対 す る よ う な 櫛描斜行条線 上 を 垂 下 す る 2 帯平行条線 が施 こ さ れ 、

縦帯 の 条線 間 を刺突文 を 有す る ボ タ ン 状貼 付 文 で加飾 し 、 3 に は T 字状 文 が施 こ さ れ る 。 第 1 1

6 図 3 は イ本部内外面 と も 赤色塗彩 さ れ る 浅鉢形土 器 で、 2 · 4 - 8 は 高坪形土 器 で あ る 。 2 は

口縁部が短 か く 内屈 す る 浅鉢形坪部 で 、 内 外 と も ヘ ラ ミ ガキ さ れ る が、 赤 色 塗 彩 が施 こ さ れ な

い 。 4 · 5 も 坪部で、 器 形 は 口縁部下 方 が体 部 か ら 立 ち 上 が っ た 後 上 方 で外 反 す る も の で あ る

が、 5 の 端 部 に は 4 個 の 小突 起 が施 こ さ れ る 。 6 - 8 は 脚 部 片 で 、 7 に は 三 角 窓 が 4 個 う がた

れ る 。 こ れ ら は 脚部内面 を 除 き 赤色塗彩 さ れ る 。 3 は 内 外面 と も 研磨 さ れ 赤色 塗 彩 が施 こ さ れ

る 器台形土 器 の 杯部 で あ る 。 他は甕形土 器 で あ る が、 1 2 · 1 3 は 1 1 と 同 様 高 台 が付 さ れ る も の と

思 わ れ る 。 9 は 口縁 部 が 頚 部 か ら 立 ち 上 が り 気味 に 外反 し 、 肩 部 か ら イ本部 に か け 丸 く 球形 を 呈

し 、 下 半 は 直線的 に 平底 の 底 部 に 集約 さ れ る 器形 に な る 。 文 様 は 肩 部 の 滴状 文 を 中 心 に 口 縁部

• 体 部 中 央付近 ま で櫛描波状文 に な る 。 1 1 -1 3 は 頚部 が立 ち 上 が り 、 そ こ か ら 口 縁 部 が外 開 し 、

肩 部 も 前者 と 比べ る と 丸味 を 滅 じ 底 部 に 至 る 器形 で 、 1 1 に は 外 開 す る 高 台 が付 さ れ る 。 尚 1 3 の

口縁端部は 短 か く 立 ち 上 が る 。 文様は 立 ち 上 が っ た 頚部 に 廉状文 が施 こ さ れ 他 は 体 部 中 位 ま で

波状文 がめ ぐ ら さ れ る 。 た だ 1 2 に は 簾状文 が施 こ さ れ な い 。 整 形 の 基本 は 刷 毛 ナ デ が用 い ら れ 、

次 でイ本部外 面 下 半 は タ テ ヘ ラ 、 内 面 は ヨ コ ヘ ラ に よ り 調整 さ れ る 。 第 1 18図 4 の 拓 影 は 底部 裏 面

に 残 る 布 目 圧痕 で あ る 。

平 安時代 （ 第 1 1 7 図 、 第 1 1 8 図 5 ) 出 土地点は 調査地全 面 に 認 め ら れ る が、 量 的 に は 第22 ·

23号住居址付近 か ら 出 土 し た も の が 多 い 。 第 1 1 7 図 1 - 5 は 土師器杯形土 器 で あ る 。 1 は椀形

で底部 に 糸 切 り 痕 を 残す 。 2 - 5 は 土拡52付近 か ら 出 土 し た も の で 、 低 い 断面 三 角 形 の 高 台 が

付 さ れ 、 全 面 黒色処理 さ れ る 点特色 を 有 す る 。 第 1 1 7 図 の 他 は 須恵 器 で あ る 。 6 - 1 1 は 坪形 土

器 で 、 ロ ク ロ 水 引 き 成形 に よ り ロ ク ロ 目 を 顕著 に 残 す 。 底 部 に 糸 切 り 痕 を 残す 。 6 に は 低 い 高

台 が付 さ れ る 。 1 2 - 1 5 は 蓋形 土 器 で扁 平 な 擬宝珠形 の つ ま み が付 さ れ 、 天井部 が丸味 が あ り 、

口 縁 部 は 短 か く 屈 曲 し 嘴状こ i な る 器形 で あ る 。 1 7 · 1 8 は 水 引 き 技法 の 成形 に よ る 壺形 土 器 の 底

部付近の破 片 で 、 低 い 高台 が付 さ れ 、 内 面 に 糸 切 り 痕 を 残 す 。 1 6 及 び第 1 18図 5 は甕形 土 器 で 、

16 の外面 に は 叩 き 目 が残 り 、 5 の 口縁 部 は 櫛描波文 で飾 ら れ る 。

石 器 （ 第 1 1 8 図 6 - 9 )  6 は 裏 面 上端 に プ ラ ッ ト ホ ー ム を 残 す 剥片 を 利 用 し た 石 器 で 先端 の

矢 印 の 部位 の み 磨 か れ 、 鋭利 な 刃 部 に な る 。 頁 岩 製 で あ る 。 7 は 火 山 弾製 の 石 臼 で、 8 は砥 石

で あ る 。 9 は 長楕 円 の 河原 石 を 用 い 、 先端 が敲打 器 、 本体の平坦面 を 利 用 し て 磨 石 と し て い る 。

鉄器 （ 第 1 1 8 図 1 0) 刀 子 が 1 点 の み 出 土 し て い る 。 先 端 部 及 び径部 を 欠 い て お り 、 全 体 を 知

り 得 な い が、 径 部 に 木 質 が残存 し て い る 。 （ 石 上周蔵）
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第 9 表 出 土図示土器一覧表

遺
物
番
号

法 量 (cm) 色 調
器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 面 口 径 底 径 外 面 内 面

出

林

第 18号住居址 （ 第79図）

| 158ー

1 坪、 ] 3 . 2  椀 形 外面 ロ ク ロ 成形 小石•砂粒 良 灰褐色 黒 色 栢
内 面 ,, • 黒色処理

2 • 1 2 .  3 • ,, ク ・ ク ,, 茶褐色,, ,, 雲母
3 ,, 1 2 . 6  • ,, ク ・ ク �ヽ 灰褐色 ,, . 
4 ,, s. 2 1 4 .  4 坪形 · I本部 直線的 ,, • 糸 切 り ク ・ 営母 ,, 黒褐色 黒褐色,, 
5 

甕

1 1 .  1 小形 ・ 体部張 り 気味 · 口橡部外開
,, ク ・ ク ケ ,, 赤褐色,, 

6 • 24. 5 大形 ・ ,, ,, ロ ク ロ 成 形 （ 上 半
（
） ・ ヘ ラ ケ ズ リ

,, ，， 茶褐色 茶褐色
,, ,, ) 

7 . 24. 6 ,, . ,, • 長胴形 ,, (
(

,,,, ) ) . . ,, . 赤褐色 . 
,, 

8 • 24. 4 ,, . 長胴形 ,, ( ,, )  . ,, ,, ,, ,, ,, 
,, ( ,, )  

， ,, 36. 5 f本部浅鉢形 ・ 肩部張 る
,, (

（ 
,, )  . ,, ,, . 小石 ,, ’’ ,, ,, ,, ) 

1 0  壺 四耳壺 . f本部 丸味 ，' ・ タ タ キ メ ・ タ タ キ 台使用 ,, . ' ( 少） • 暗緑色 灰 色

1 1  瓶 8. 7 頚部口縁部のみ ・ ロ縁端部立 ち 上 が る ,, ,, • 黒 色 黒灰色

第 19号住居址 （ 第81 図）

2
 

蓋

甕

22. 4 

1 6 .  7 I 天井部 丸味 · 端部嘴状

口緑部外開 · 口縁端部更 に 外 反

面
面

外
内

ロ ク ロ 成形,, 
ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ

,, 

小石 （少）

，， ． 紗粒

良

不良

赤黒色

赤褐色

赤黒色

灰褐色

床

第20号住居址 (83図）

I 坪 4 . 3  ! 1 2 . 3  椀形 ・ 丸底 気味 内
ク団面 ロ ク ロ 成 形 ・ 底

色
部ヘ ラ ケ ズ リ 4石 良 黄褐色 黒 色 抹面 ，' . 黒 処理

2 ,, 4. I )3 . 2 6. 1 ,, ,, • 糸 切 り 小砂粒 ,, 茶褐色 ,, ,, ・ ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理
3 . 3. 7 1 2 . 6  6 .  4 1本 部内弯気昧 • 口縁端部外反

ク ,, 砂粒 ,, 灰 白 色 灰 白 色’’ 

4 • 6. 7 底部のみ • 高台外開
,, ,, . 付高台 ,, ( 少） ,, 黒 色 黒 色. • 内外面黒色処理



遺 法 駄 (cm ) 色 調 出物 ？品 種 形 態 /: の 特 徴 手 法 l● の 特 徴 胎 土 焼 成
沿 高 ,-, 径 底 径 外 面 内 面 林

5 硲Wt 脚 部 片 の み 外
内

面
面

タ テ ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 紗粒 （ 少） 良 黒 色 焦灰色 床

6 甕 (32 . 8) 24. 7 4. 0 長胴砲弾形 • 最 大 径 口 悟 部 口 ク ロ 成 形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ , . 小石 ‘‘ 茶褐色 茶褐色,, 

第21 号住居址 （ 第85図）

I 坪、 3. 9 13 .  I 6. 5 f本 部直線的 外
内

面 ロ ク ロ 成 形 ・ 1]5: 部ヘ ラ ケ ズ リ 精選 良 青灰色 百灰色 床
面 ，9

2 ,, 4. I 13 .  2 8 . 5 ，， ,, • 糸 切 り 小石 ,, ，' ,, 

3 3 . 8  1 2 ,  I 椀形 ・ ロ糸及 部 わ ず か に 外反
,, ,, 

精選 ,, ,, 6. 4 ,, ，' ,, 

4 は） 段 あ り
刷 毛禎整形

赤褐色 黄褐色桧 み痕 紗粒 • 小石 • 

第22号住居址 （ 第87図）

ー
1
5
9

ー

坪

2

3

 

‘’ 

7

4

8

 

．

．

．

 

3

3

3

 

0

8

5

 

•

•

•

 

2

2

1

 

l

l

l

 

6

1

5

 

．

．

．

 

5

8

7

 

l不形 ・ f本部 直線的

I底 部比較的 大

,, • 高台外開

外 面 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り
内 面 ，' 

,, 
,, 
‘‘ 
,, 

,, 

• ヘ ラ ケ ズ リ ・ 付高台

小石

精選

不 良

良

乳灰色

青灰色

暗灰色

乳灰色

青灰色

床

ヽ•

第23号住居址 （ 第87図）

坪

5

6

 

,, 

ケ

8

7

 

．

．

 

3

6

 

3

0

 

•

•

 

2

2

 

l

l

 

s. 7 

6. 0 

1本 部内弯気味

1本 部直線 的 に 外 開

1本部直線的 に 立 ち 上 が る

外 面 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り
内 面 ，' 

’’ . 
• 
,, 

・ ヘ ラ ナ デ

砂粒 （ 多 I

' ( , ) 

不 良

良

乳灰 色

,, 

青灰色

乳灰色

吉灰色

床

第24号住居址 （ 第89 · 90図）

I 壺 f本部 丸味 ・ 下 半 こ け る 外
内

面 ヘ ラ ミ ガキ 精選 良 黄褐色 赤褐色 覆
面刷毛整形の ち ヘ ラ ナ デ

2 l1t )3 .  4 や や 外 反 · 折 り 返 し 口緑 ハ ケ 整 形 の ち ミ ガキ ・ 内面 ヘ ラ ミ ガキ ,, 良 赤褐色 赤褐色 覆

3 壺 ·I 15 .  5 短頚 • 口縁外反 外 面 口 緑内 赤色塗彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 小砂粒 ,, 赤 色 黄褐色
• 項母

4 浅鉢 4 . 6 平底 内 ・ 外 面 赤色 塗 彩 · ヘ ラ ミ ガキ 精選 ,, ,, 赤 色



遺
物 沿 種番
号

5 壺

6 器台

7 ,, 

8 り

， 高坪

1 0  • 
l l  ,, 

1 2  外n
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1 3  甕 ？

14 甕

I ，， 

2 ,, 

3 ,, 

4 台付甕

5 ,, 

I 壺

2 紺f!

3 台付甕

4 甕

法 1,Ucm) 

閲i �i 1 1 1各 /Ji:/条

4 . 9  

]3 . 2 

23 . 5  

2 1 . 2  

18 . 3 

28. 8 

1 7 . 3 

1 7 . 2  

6 .  4 

7 . 0  

5 . 7 

形 態 l:. の 特 徴

平底

脚 部 に 3 孔 · 端部 大 き く 外反

，， 

脚部 大 き く 外反 ・ 3 孔

坪部大 き く 外反 · 稜 を 有す

外面 . j不部内 面赤色塗彩

,, . • 

直 に 外 開 • 折 り 返 し 口縁

口縁部外反 • 端部面取 り

口縁部外反 • く の字 に 屈 曲 し I本 部へ

口縁部口唇 に て 外反 · 屈曲 し 胴部へ

口縁部 、 口 唇 に て 外反 ・ 屈曲 し 胴部へ

平底

直 に 外 開 ・ 端部面取 リ

上げ底

第25号住居址 （ 第93図）

9 . 6  上 げ底

l I .  7 台 部は 大 き く 外反

5, 6 平底

手 法 上 の 特 徴

外面 赤色塗彩 · ヘ ラ ミ ガキ

外
内

面 ヘ ラ ミ ガキ
面 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ

内
外

面
面 赤

ナ
色
デ

塗彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

外面 赤色塗彩 · ヘ ラ ミ ガキ
脚内

、 ヨ コ ナ デ
内 ・ 外面 赤色塗彩 · ヘ ラ ミ ガキ

外面 赤色塗彩 · ヘ ラ ミ ガキ
脚内 ナ デ

外面 赤色塗彩 · ヘ ラ ミ ガキ
脚内 ナ デ

外面 ハ ケ 整形
内 面 ヨ コ ナ デ ・ ナ デ

内
外面 ヨ •コ ナ デ

面 ヨ コ ナ デ ・ ハ ケ 整 形
外
内

面
面

ハ ケ 整形 · ナ デ
ハ ケ 整形の ち ヘ ラ ミ ガ キ

外
内

面 ヨ コ ナ デ · ナ デ ・ 櫛描波状 文
面 ヨ コ ナ デ ・ 指 お さ え ・ ナ デ

外
内

面 櫛描波状文 ・ 廉 状 文
面 ヘ ラ ミ ガキ

外
内

面
面

ヘ ラ ミ ガキ
ハ ケ 整形

外
内

面
面

ハ ケ 整形 ・ の ち ナ デ
ハ ケ 整形 ・ の ち ヨ コ ナ デ

外 面 櫛描波状文 · ヘ ラ ミ ガキ
内面 ヘ ラ ミ ガキ

内
外

面
面 ヘ ラ ミ ガキ

ハ ケ 整形
外面

内
赤色塗

彩
彩 ・ 杯 ヘ ラ ミ ガキ

器 赤色塗 • ヘ ラ ミ ガキ
外

内
面 ハ ケ 整形

台 ヨ コ ナ デ
外
内 面

面 ヘ ラ ミ ガキ
ヘ ラ ミ ガキ

胎 土

小砂粒
• 雲母

雲母

精選

• 
,, 

，， 

砂粒少

精選

砂粒 •
雲母‘‘ 

，， ． 

項母
ク ・ ク

,, . 砂
粒 • 雲母
精選

小石

小石
砂粒 ・ 言母
精選

砂粒

小石 ・
砂粒 ・ 雰母

色
焼 成

調 出

外 面 内 而
状

良 赤 色 赤褐色 覆

,, 黄褐色 茶褐色 ヽ

,, 赤 色 赤褐色 ヽ

,, ,, ケ ＇ 

,, • 赤 色 ＇ 

,, ,, 赤褐色 ，， 

·ヽ ,, ,, ， 

• 赤褐色 ,, ＇ 

,, ，' ,, ， 

,, 黒褐色 黄褐色 ,. 

,, 赤褐色 • ,. 

，， ,, 赤褐色 ， 

，， ,, 茶褐色 ，， 

,, 灰褐色 赤渇色 ，， 

,, 茶褐色 . ヽ

良 赤褐色 赤褐色

,, 赤 色 赤 色

不 良 赤褐色 黒掲色

良 黒褐色 茶褐色



遺
物
番
号

法 駄 (cm ) 色 説l
器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

器 高 口 径 Iii; 径 外 面 内 面

廿', -

状 ！

5
 

甕 22. 2  口緑部外反 ・ ゆ る や か な 球形胴 面
面

外
内

櫛描波状 文 ・ 薦状 文 ( 1 5 本 ）
ヘ ラ ミ ガ キ · ハ ケ 整 形 計送·雲母 良 黄褐色 黄褐色 覆

第26号住居址 （ 第96図）

高 1不 20. 5 杯 部 大 き く 外反 · 稜 を 有 す 内 外 面 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 精選 良 赤 色 赤 色 覆

第27号住居址 （ 第96図）

2

3

4

 

浅鉢

品即

台付甕

7. 3 ]5 . 4 

1 5 .  9 

4 . 4  1本部内弯気味 • 片 口

坪部直線的 ・ ロ縁部やや立 ち 上 が る

底 部台 部破 片 • 段 を 有す

内外面 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩

タ テ ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ デ

,, 

紗粒•雲母

,, 

良

,, 

赤 色

茶褐色

赤 色

茶褐色

第28号住居址 （ 第99図）

ー

1
6
1
| 

I 壺 6 . 9  平底 ・ 器 肉 薄 い 外 面 ヘ ラ ケ ズ リ ・ 赤色塗彩 小石• 雲母 良 赤 色 淡赤色
内面 ヘ ラ ミ ガキ ・ 底 部ヘ ラ ミ ガキ

2 ,, 6 . 5  . . ‘’ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 赤色塗彩 砂粒 ，， ,, 茶褐色
ヘ ラ ミ ガキ ・ 底 部ヘ ラ ミ ガキ

3 鉢 23. 7 1本部内弯気味 ヘ ラ ミ ガキ ,, I 多I 不 良 黄褐色 赤褐色
荒 れ て い て 不 明

4 高坪 ]8. 9 ,, • 口緑部大 き く 外反 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 ，, ・ 小石 良 赤 色 赤 色’’ • 
5 ,, 脚 部 の み

,, ク . (少） ,, • 淡 赤色
ヘ ラ ケ ズ リ

6 ,, 1 5 . 9 1 2 .  9 1 2. 1 坪 部 コ ッ プ状
赤
l不部

色
内
塗

外
彩

面脚部外面ヘ ラ ミ ガキ 精選 ，， ,, 赤 色
脚 部 ラ ソ パ状 に 外開 • 三 角 形 の す か し 4 ヶ

甕 1 2 .  4 胴 部 丸味 · 蚊 大 径 胴 部 中位 櫛描波状文 ( 8 本） 砂粒 ,, 暗褐色 赤褐色
ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

8 甕 1 7 . 0  口緑部外反 外 面
面

櫛描波状文 ・ 簾 状 文 砂粒 ケ 茶褐色 茶褐色
内 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ （ 少）

， • 8. 3 台部の み ヘ ラ ナ デ 小石 ・ 紗粒 ,, 赤茶色 黒茶色ヘ ラ ケ ズ リ

1 0  ,, 7. 7 底 部 の み ・ 上 げ底 気味 ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,, . ,, I ,, 黒褐色 黒褐色

第30号住居址 （ 第102図）

壺 6. 2 1本部 上 中 丸味 ・ ｛本 部 下 半 面
面

外
内

ヘ ラ ミ ガキ
ヘ ラ ナ デ 小石 ・紗粒 良 黄褐色 黄褐色 床



ー162| 

遺 法 批 (cm) 色 調
物 賂 種 形 態 上 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

出 こ
の

号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面 状 ]

2 11t 9 . 9  頚 部 く び れ 口 縁 部立 ち 上 が る 外 面 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 砂粒 良 赤 色 赤 色 床
内 面 ヨ コ ナ デ 赤色

3 高坪 26. 2  1本部直線的 に 外 開 外 面 櫛描波状 文の ち タ テ ヘ ラ ナ デ ・ 塗彩 砂質 ,, ,, ,, 
杯
脚

部
部

中 位 で
パ

立
状

ち 上
外

が り ・ ロ 縁大 き く 外 反
内面 ハ ケ の ち ヘ ラ ミ ガ キ • 赤色塗彩

4 ,, 18 .  7 25 . 3  1 5 . 9  ラ ッ に 反 坪部内 外 面 脚 部 外 面ヘ ラ ミ ガ キ ・ 『信 ,, ,, ヽ• ,, 床

5 ,, 杯底部 脚 部 の み ,, ‘‘ 小石 ・ 妙粒 � ,, ,, ,, 

6 甕 20. 7 頚 部立 ち 上 が り 口緑部外反 外 面 櫛描波状文 ・ 廉状 文 · ヘ ラ ナ デ 精選 ,, 茶褐色 茶褐色 ,, 
内 面 ヘ ラ ミ ガ ガ キ ・ ヘ ラ ナ デ

7 ,, ] 3 . 6  口縁部外反 ・ 胴 部 上半張 り 気昧 外
内

面 櫛描波状文 ・ 壌 状 文 · ヘ ラ ミ ガキ 小紗粒 （ 多） 不 良 黄 褐 色 赤 褐 色 ,, 面 ヘ ラ ミ ガキ

8 ,, 胴 部 丸味
• ,, · 刷 毛 整 形 小石 ・ 秒粒 良 茶褐色,, ,, ,; 

口縁部肥I部
豆外

と
反 ・ 胴 部 丸味 ,, ,, ,, ,, 

砂粒， ,, 20. 6 1 6 .  5 10 . 4 台付 • 台 1本 部 間 に 稜 • ,, 赤褐色 ’’ 預

第31 号住居址 （ 第 1 04 図 ）

泊jt{,

2
 

甕 J O . O  

坪底 部 の み

大 形 ・ 茶壺形

内 外 面

謬
赤色塗彩

櫛描波状 文 - �状 文 · ヘ ラ ミ ガキ
刷 毛 整 形 ・ ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガキ

砂 粒

紗粒 （少）

不 良

良

赤 色

黒褐色

赤 色

赤褐色

投

第 32 号住居址 （ 第 1 06 図 ）

席杯

2

3

 

甕

26 . 9  1 9 .  9 

7 . 0  

6 .  4 

坪部 ・ 脚 部破 片

台付甕 台 部 の み

胴部やや張 る • 口縁部外反

杯部内外 而 · 脚部外面赤色塗彩

外面 刷里整形
内 面 ナ T
外 面 櫛描波状文 • 消状文 ・ ミ ガ キ

タ テ ヘ ラ
内 面 ヘ ラ ミ ガキ ・ ハ ケ 整 形

‘

砂粒

母缶
云ん

良

不 良

良

赤 色

黄褐色

赤褐色

赤 色

黄褐色

投

,, 

溝址1 5 ( 第 1 1 4 図 ）

盈

品杯

3, 3 1 4 , 8  天 井 部 丸味 ・ 擬宝球つ ま み

脚部の み ・ ラ ッ バ状 に 外 開 2 本 の I黄走沈線

ロ ク ロ 成 形 ・ ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ 小石 • 砂粒

砂粒

良

不 良

暗灰 色

灰 白 色

青灰色

灰 白 色

裂

溝址 1 6 ( 第 1 1 4 図 ）

3
 

蓋 3. 4 1 2 .  6 天 井 部 丸味 • 宝珠つ ま み ・ 端 部肥J豆 ロ ク ロ 成 形 ・ ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ 砂粒 良 青 灰 色 青 灰 色 裂



遺 法 ほ (cm ) 色 調 Ii', 物 沿 種 形 態 ,-. の 特 徴 手 法 J ·. の 特 徴 胎 土 焼 成番 状
ーにら1 翌i 泊j 口 径 1J笈 t各 外 面 内 面

4 坪 4 . 8  1 3 .  9 f本 部直線(I勺 に 外 I片l ロ ク ロ 成 形 ・ ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ 切 リ ・ 付高台 砂粒 良 暗灰色 暗灰色 裂

5 ，， 10. 4 ｛本部直線的 ・ 品台外開 ,, ,, ,, 精逍 ,, ... ,., 仮 色 暗灰色

溝址 17 ( 第 1 14図 ）

坪，

2

3

 

壺

澁

I 1 . 2  

7 .  4 

椀 形 ・ ロ 縁端 部肥I豆

1本 部 丸味 • 高台直立

天 井 部 に 稜 ． 擬宝珠つ ま み

ロ ク ロ 成 形 ・ 内 面 ．県色処理

・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 付邸台

砂粒

小石 I 多）
紗粒

,, 
，' 

良

,, 

赤褐色

茶褐色

許灰色

黒 色

馬 灰 色

青 灰 色

柑

溝址 18 ( 第 1 14図）

邸坪 坪底 部 の み ・ ほ ぞ明瞭 面
面

外
内

ヘ ラ ミ ガ キ • 赤色塗彩,, . 紗粒 （ 少） 良 赤 色 赤 色 柑

|
 1
6
3
 |
 

溝址20 ( 第 1 14図）

甕 37. 3 浅鉢形 ・ ロ 縁部外反 面
面

外
内

ロ ク ロ 成形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ
ク ・ 刷 毛 整 形 小石 良 黄褐色 黄褐色 殺

包蔵址 出 土 土 器 （ 第 1 16 · 1 1 7図）

1 壺 7 .  I 底 部 の み 外
内

面 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 小石 （ 多） 良 赤 色 赤 色而 荒れ て い て 不明 秒粒 （ 多）
2 甜坪 1 5. I f本部 直線 的 に 外 開 · 口 紺 部内舒 内外面 ヘ ラ ミ ガキ 小 石 粒 ケ 茶褐色 茶 褐 色

内外而 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 ・ 一ケ
部
メ

ハ
雰 母

3 器 台 9, 7 体 部内究気味 に 外 開 精選 良 赤 色 赤 色

4 邸坪 2] . 3  1本部 に稜 • 口 縁 部 大 き く 外反 ‘ ,, 小砂粒 （少） ,, ,, ,, 
雲母

5 ,, 20. 9 口 縁 に 小突起 4 個 ‘‘ . ,, ,, ，， ,, 

6 • 坪部直線的 に 外 反 . ,, • I ヽ ケ メ 精選 • ,, ,, 

7 ,, 脚 部 に ス カ シ 孔 4 個 坪部内外面 • 脚 部外面 ヘ ラ ミ ガキ · 畠悶 小石 不 良 ,, ,, 

•8 ,, ] 5 , 4 脚 部 の み 外
内

面 ヘ ラ ミ ガキ • 赤色塗彩 砂 粒 良 ,, 茶 褐 色
面 刷 毛整形 ・ ナ デ

， 甕 3 1 . 7  21 . 6  7 . 0  f
頚
本 部 に 丸味 • 口緑部 に 若干の段 櫛描波状 文 · 簾 状 文 · ハミ ケ の ち ヘ ラ

精選 ,, 赤褐色 黄褐色部 立 ち 上 が り ゆ る や か に 外反 ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ 、 ガキ



遺 法 屎 (cm)
器 種

号 器 高 口 径 底 径

1 0  甕 8. 7 

1 1  • 1 9 .  l 1 4 ,  1 9 . 5 

12  ,, 1 2 , 4  

1 3  ,, 1 4 . 8  

1 坪 4. 4 1 2 . 8  5 . 9 

2 ,, 6. 1 

3 ,, 6 . 7  

4 ,, 7. 3 

| 164ー

5 ,, 5 . 7 

6 ,, 9. 7 

7 ,, 3. 5 1 3 . 2  5 . 9 

8 ,, 3 . 0  1 2 . 8  6 . 8  

， ,, 3. 7 1 3 . 3  7 . 2 

1 0  ,, 5. 4 

］ ］  ,, 

1 2  蓋

1 3  • 
1 4  ,, 16 .  I 

1 5  ,, 18 .  7 

1 6  甕 1 7 .  1 
I 

形 態 」: の 特 徴

底 部 の み • 上 げ底

台付 • 最 大 径 口 縁 部 ・
頚部 立 ち 上 が り 口緑部外開
頚 部

部
内 面 に 稜 • 口縁部外反 ·

胸 に 丸味
頚部立 ち 上 が り 外反 · 口縁部やや内弯 ・

1本部 丸味

椀 形

皿形 • 高台三 角 形

,, ,, 

，' ・

,, . 

,, . . 
坪形 • 高台外 開気味

. . 上 げ底 気味

ク ・ ,, 

坪形 • 上げ底気味

,, . 

,, 

,, 

天 井 部 丸味 · つ ま み 扁 平

,, ,, 

,, • 口緑端部嘴状

,, 

胴 部 丸昧 • 口緑部 く の字 に 外 開

手 法 上 の 特 徴

タ テ ヘ ラ ミ ガ キ
ナ テ’
櫛描波状 文 ・ 憎状 文 · タ テ ヘ ラ ミ ガキ
ョ コ ヘ ラ ミ カ キ・ • 台 部内 面 刷 毛 整 形,, 
ヘ ラ ナ デ

,, ,, 
刷 毛 整 形 の ち ヘ ラ ミ ガキ

外
内

面 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り ・ ヘ ラ ケ ズ リ
面 ,, . ヘ ラ ミ ガ キ • 黒色処理

,, . 、出色処理 ・ ヘ ラ 切 ')
’’ ,, ・ 付高台
,, ,, • 糸 切 り. ,, ，， 付 高 台

ケ ,, • ヘ ラ 切 リ,, ,, ・ 付 高台
ケ ,, • 糸 切 り,, ,, ・ 付 高台
,, ・ 付 高 台 ・ 糸 切 り,, 
,, • 糸 切 り,, 
,, . 
,, 

外面 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り
内 面i . 

‘’ ,, 
,, 
,, ,, 
,, 
ヽ • ヘ ラ ケ ズ リ,, 
,, ,, 
,, 
,, ,, 
,, 
,, ,, 
,, 

ロ ク ロ 成 Jf3 ・ タ タ キ 「 l,, ・ ナ デ

胎 土

砂粒

,, 

，' （ 少 ）

,, ( ,, J  

,, 

. ( 少 ）

,, . 小石

ク ・ ，'

,, 

,, . 小石

小石

枯選

砂粒

,, , 小石

小石

砂粒•小石

,, 

,, ,,J ,!:; 

,, . ,, 

,, . ,, 

焼 成

良

,, 

,, 

,, 

不 良

良

,, 

ケ

ケ

• . 
,, 

. 
,, 

,, 

,, 

,, 

,, . 
,, 

色 詢 出

外 面 内 面 状

灰 褐色 黄褐色

赤褐色 黒褐色

黒褐色 赤褐色

茶褐色 黄渇色

赤褐色 黒 色

黒 色 ,, 

,, ,, 

,, ,, 

,, ,, 

青灰色 青灰色

灰 白 色 灰 白 色

青灰色 青灰色

青灰色 青灰色

紫灰色 紫灰色

青灰色 青 灰 色

赤灰色 ,, 

灰 白 色 灰 白 色

灰 色 灰 色

青灰色 青灰色

灰 白 色 小豆色



遵 法 駄 (cm) 色 闘 出
料 種 形 態 I·. の 特 徴 手 法 」て の 特 徴 胎 土 焼 成

号 料 高 口 径 底 径 外 面 内 面
林

1 7  壺 6. 6 底 部 の み ・ 品台三角形 ロ ク ロ 成 形 ・ 糸 切 り ・ 付高台 秒粒 • 小石 良 百 灰 色 小 豆 色,, 

1 8  ,, 6 . 4  ,, • 高台やや外開
,, ,, . . 

灰 白 色 灰 白 色,, ク ・ ク ,, 

ー
16
5

ー
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昭和51年 度の校舎改築、 54年 度の プ ー ル 建 設 、 同年の清野保育園 新築等の公 共 事 業 によ り 四

ツ 屋遺跡西側の一部を緊急発掘をせ ざるを得なか っ た こ とは第 1 章で述べたと お り である。 ま

た反面 こ れ らの調査 に よ っ て、 新たな貴重な資 料を提示 し た こ と は、 今後の研究 上重 要な示唆

を与 え るものと考 え て いる。これ を調査順 に第 1 · 2 · 3 次調査と呼称 し 、 そ の内包する問題

を提示 し 結語とする こ とが、 前記 し たこと に 触 れ 、 また早期報告は調査の性格及び調査者の責

任と考 え て い るので充 分な内容 に な っ て い な い点、 御容赦靴 い た い。

第 1 次 調査で注目 さ れるもの に 第 9 号住居址出土遺物と第1 2 · 1 3号住居址及び溝址1 3 に 代 表

さ れる弥生時代の遺物群と遺構に あ る。

第 9 号住居址は典形的な隅丸方形を呈する住居址で、 そ の形態変遷の方向は後述する第 3 次

鯛査のものよ り 、 よ り 正形に 向かっ て い る こ とがうかが え る。 遺物の出土では、 住居址覆土が

二層 に 別 れるようで、 床面及び そ れ に 近 い 悶 土から所 謂 箱 清 水 期 に 比定 さ れる土器片が 多 く

出土 し た他 、 床面 に 密着 し て 卜 占 に 使用 さ れたと思 わ れる焼付痕が確認で き る鹿の肩甲骨と小

径の銅釧が 2 点出土 し て いる点注目 さ れる。 占 骨 に 供 さ れ たと思 わ れ る骨片は第12 · 13号住居

址にも認められ 、 更埴市生仁遺跡のものと考 え 合 わ せると箱 清水期未 葉 に お け る祭祀形態の主

流を 占 めて い た こ とが推察 さ れ、 金属 器とのかか わ り の中から箱清水期の文 化内容を祭政の中

からうかが え る資料と考 え て い る。 こ れらが出士 し た 上層 （ 上面） で、 住居址南 東隅及び壁外

から刷毛整形を主とし 、 そ れも台付の甕形土 器を主 に する土 器 群が、 正位 に 近 い 横街れの状態で

検出 さ れて い る。 こ の出土状態は 下 位のものと異な り そ のほとん どが完形に近 く 、 不思議なこ

と に 櫛描波状文を施文とする小形の台付甕は、 台部までほ ぼ完形の形態で残存 し ている に た い

し 、 刷毛及び箆状工 具を用 い た大形の甕形土 器及び片 口 土 器を 含 む 器種 に は台 部を欠損 し て い

るものが 多 い点 実測図をみて気付 く と思う。 こ れ は弥 生 期と異なる器種の増 加ととも に 、 箱消

水 期の伝統を受 け つ ぎながら、 壺形土 器の形態変 移 等 に そ の変遷の姿は激動的な あ り 方を示 し

て い ると思 わ れる。

次 に 溝址13 · 14の あ り 方で あ る。遺構は 自 然堤防を縦 に 切 り 、 確認地点よ り 北 に 流路をと り

そ の規模から条理的な遺構を考 え ら れるが、 そ の掘 り 方及び溝址12の遺物群を考慮 すると、 そ

れも妥 当でな い よう に 思う。 自 然堤防 上 に お け る溝の意味するものは何で あ ろ うか。

次 に 上部土拡群と下部土拡群の問題を い か に理解するかの問題と 、 土拡墓と道島廃寺のかか

わ り で あ る。 上面土拡群の性格は土拡墓と同 質 土 層 内 に あ り 、 そ のほとん どが伸展 葬を基本と

し た墓址と考 え て いる。 反面、 下 面 士拡群は そ の深い掘 り 方 ・ 規格性か ら 屈 葬の墓制 にもとづ

い た遺構と想定 し て いる。 た だ こ れらの 上下面遺構内よ り そ れ を積極的 に 裏付 け る資料が認め

られなか っ た点残念で あ る。土拡墓は第 1 次及び第 3 次調査で確認 さ れて お り 、 第 1 次の S K
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1 は 伸 展 葬 で胸 部付近 に 刀子 の 副 葬品 を 有す る 点 、 第 3 次調査で検出 し た あ り 方 と 相異 し て い

る 。 即 ち 第 1 次 の も の を そ の 検出遺構面 の 土 層 と 他 の 土拡覆土 と 近似す る と こ ろ か ら 平安時代

末 薬 に 比定 さ れ る も の と 考 え て い る 。

こ の 他遺物 と し て ロ ク ロ 成 形痕 を 有 す る 須恵器杯形 土 器 体 部 に 「 松 井 」 と 刻字 さ れ た 土 器 片

が出 土 し て お り 、 そ の 時期は 10世紀代 後 葉 に 求め ら れ 、 こ の 資 料 は 英 田 （ 多 ） 庄松井郷 を 証 す

る 確 た る 資 料 を 認定 し て い る 。 尚 こ の 根拠 に 、 戸隠神社蔵の 「妙法蓮華経版 木 」 末書 に 「英 多 庄

松井住藤原正 長 元享元年 酉 三 月 十 八 日 」 が あ る 。 こ れ は ま た 道島廃寺の 存 在 及 び地域的 占 地

を 考察 す る 上 に 、 一つ の 重 要 な 根幹的 資 料 に な り 得 る も の と 思 う 。

第 2 次調査では 、 建物址 （授乱層） を 中 心 と す る 遺構 ・ 遺 物 が注 目 さ れ る 。 そ れ は 道島廃寺

址 の 一建物址 を 想定 す る も の で、 礎 石 と 考 え ら れ る 扁 平 自 然 石 が 規格 を も っ て 一定 間 隔 に 据 え

ら れ 、 そ の 」：屋 は 八 角 堂宇 を 考 え て い る 。 こ れ は そ の 後 、 調査所 見 か ら 火 災 に よ っ て 廃絶 さ れ 、

再建の痕跡は認め ら れ な か っ た 。 こ れ に 関与す る 遺構 に 土砿 は 第 3 章 第 6 節 に 述 べ た と お り で

あ る が、 竪穴状遺構 • 井戸址 を 考 え て い る 。 竪穴状遺構 を 住居址 と 想定 し た た め 、 井 戸址 2 の

存 在 は 全 く 注意 し な く 、 床面追求の 中 で初 め て確認 さ れ た よ う に 埋土 土 層 が同 質 で あっ た た め 、

そ の 前後 関係 は 不 明 で あ り 、 積極的根拠 が な い の で断定 で き な い が、 両 者 と も 各 々 に た い し 付

属施設 と 考 え て も 、 無理の な い 結 論 と し て い る 。 遺物では 第76図 • 第34図版 に み る と お り の墨

書 が こ れ ら の遺構 を 中 心 に 出 土 し て い る 。 こ の 傾 向 は 本 調査 で顕著 に 認 め ら れ る も の で 、 前述

の 八 角 堂宇 の 性 格 を 直接物語 る 資 料 と 考 え 、 厨房 又 は 書院 と 考 え る の は ど う で あ ろ う か。

こ の 他特 記遺物 と し て 、 S 字状 口 縁甕 形 土 器片 が 2 点出 土 し て い る が、 遺構及 び他の遺物 と

の 関 係 が 不 明 で あ る の は 残 念 で あ る 。 一 点 は 肩 部の 破 片 で 、 も う 一 点 は 口 縁部 か ら 頚 部 に か け

て の破片 で外面 に 赤色塗彩 さ れ る ±tt ( ? ) 形 土 器 で、 器台形 土 器 に も 同 様 の 手 法 が用 い ら れ て

い る 等箱 清 水 文 化 圏 の 伝統 と 新 た な 文化 を 折衷 し た 点 、 興味 あ る 資 料 で あ る し 、 本地 に お け る

古墳時代 の 動 き の 中 で理解 さ れ る 問 題 で あ ろ う 。

第 3 次調査では 時期別 の 占 地 の 問 題 と 弥 生時代住居址 及 び土砿墓 及 び 土 砿 と 溝址 等の遺構 を

中 心 と す る 。

時期別 占 地 を み る に 、 弥 生時代住居址 は 第 1 · 2 次 調査地 よ り 徴高地 に 求 め て い る の に 対 し 、

平安時代遺構は 、 第 2 次調査の 竪穴状遺構 を 含 め て 住居形態遺構が調査地 に 散 在 し て い る が、

本 次 の 調 査 で よ り 後 背湿地 に 近 い 位置 か ら 散在的 に 認 め ら れ 、 そ の 空 間 を 埋め る よ う に 溝址 •

土砿が あ る 。

弥生時代遺構は 密 集 を な し 、 重複関係 に あ る も の が 多 い の に 対 し 、 平安時代 で は 第22 · 23 ·

33号住居址 の 重複 を み る 以外 に な く 、 こ れ は 第 2 次調査で検出 さ れ た 竪穴状遺構 と 近似 し た 性

格 を 有 す る も の と 考 え て い る 。

溝址 は 調査段階 で は 全 部 が後 背湿地へ流 れ 込 む も の と 考 え て い た が、 溝址 1 · 2 は 底面 レ ベ

ル か ら 後背湿地 の 水 を 抜 く た め 、 自 然堤 防 を 縦断す る 方 向 へ の 流路 を 予想 さ れ 、 逆 に 溝址20 ·

22は 自 然堤防 を 横断す る 位置 に あ り 、 後 背湿地 に 向 け 西 に 流路 を と っ て い る 。
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こ れ と の 関係 で 、 土砿群 があ る 。 そ の ほ と ん ど が平面 フ
゜
ラ ン を 円形 と な し て い る 。 中 に は 柱

穴状 の ピ ソ ト 及 び第22号住居址 を 中 心 と し た 土砿群 に 底 面 が浅 い も の が 多 い の に 対 し 、 溝址 に

か か る も の 及 び空 間 を埋め る 土砿群 は 掘 り 込 み が深 く 、 湧 水 を み る 。 こ の 湧 水 レ ベ ル は 梅雨時

の 調査 で あ っ た た め か 、 水位 が高 い も の で あ っ た が、 後 に 後背湿地 水 面 と の 比較 を み る に o -

2 cmの ほ ぼ同 レ ベ ル で あ っ た 。 2 cmの 差 を 有 す る も の に 土砿44-48 · 50 · 58 · 60 · 61 · 68 · 69

· 71 · 77 · 78 · 80 · 83 等 が あ り 、 68 · 69 · 83 は そ れ も 内 に 枯土で充鎖 さ れ た も の で あ る 。 ち な

み に こ れ ら の 遺 構 が分 布 す る 地域 は 鉄分 を 多 量 に 含 む溶脱層 に な っ て お り 、 調査で も こ の 層 に

至 る と 軽装 の 器具 を は ね か え す 程 の 堅 さ を も っ て い た 。 こ の 上面 土 層 を 有 す る 土砿は 、 直 に 近

い 深 い 掘 り 込 み を 有す る も の で あ る の が一般 で あ る が、 そ の 性格 を 考 え る に 、 円 形 プ ラ ン で湧

水 を も つ も の は 井 戸的性格 を 、 粘土 を 充鎮す る も の を 土 器 用 粘土据置場 と 考 え て い る 。

さ て 遺構 ・ 遺物の特記 さ れ る も の を み る に 、 縄文時代晩期の浮線網状 文 様 を 有 す る 土 器片 が

1 点出 士 し て い る 。 こ の遺物は 周 辺 の 磨耗 が そ れ ほ ど な く 、 塩崎遺跡群 と 同様 、 こ こ の 自 然堤

防 上 に お け る 始源的開発 と 考 え て い る 。 弥 生 時代 で は ま ず遺構で あ る 。 8 軒の住居址 が検出 さ

れ る が、 重複関係 に あ る も の が 多 か っ た た め 調査 に 困難 を 極 め た 。 そ の 形態 は 第32号住居址 に

み ら れ る よ う に 円形 に 近 い も の が あ り 、 第28 号 で は 相定 6 本柱 の 主柱穴 を 有 し て い る が、 炉の

位 置 は 明確 に で き な か っ た 。 ま た 第30号住居址 の 隅 丸方形 を 甚本 と す る よ う で あ る が、 こ れ に

は 柱穴 ． 炉 を 確 認す る こ と がで き な か っ た 。 他の住居址 は 隅 の 丸 い 長 方 形 を 呈す る も の で そ の

規模 は 長 軸 6 - 7 m 前 後 の 大形 の も の で、 柱穴 を 4 本 (24 ? · 25 ?  · 27 · 31 号） . 6 本 (26 ·

28号 ） を 基本 と す る 。 4 本柱 を 有す る と 思 わ れ る も の に は 、 短 軸 の 柱穴 間 中央付近 に 舟底状の

地床炉 を も つ の に た い し 、 6 本柱 を も つ 第28号住居址 に は そ の 痕跡 が認 め ら れ な か っ た 点 、 注

目 し て い る 。 編年上の 各遺構出 土遺物は こ れ か ら の遠 く な い 将 来 解 明 さ れ る も の と 期待 し て い

る が 、 第 9 号住居址 と 第30号住居址 の 完形 品 を 主体 と す る 出 土 の あ り 方 が近似 し て い る 点注 目

さ れ 、 該期 に 遺物 が 多 い が、 完形品 が少 な い と い う 問 題 を 内 包 し て い る よ う に 思 う 。 次 の 時代

の 古墳時代 を 表標 す る 遺構 ・ 遺物は認 め ら れ な く 、 ま た 次代 の 奈 良 併 行 の 遺物 が認め ら れ る に

も か か わ ら ず 、 住 居址 等 の 生 活遺構及 び れ に 付 随 す る 確 か な 遺構 は 見 い 出 す こ と がで き な か っ

た が、 平 安時代遺構は 散 在的 に 認 め ら れ る 。 完掘 し た 第20 · 21 号住居 址 は カ マ ド の 有 る 西壁 を

短 か く 、 対 の 東壁 を 長 く す る 点第 1 次調査の も の と 共通性 が あ り 、 初 ～ 中 葉 に か け こ の 他遺

跡 の 関係 に お い て 時期的住居形態の あ り 方 を 示 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 遺物では第 1 号住

居 址 の 四耳壺、 と 第21 号住居址 の 形象埴絵片 の あ り 方 を 考 え る に 、 前 者 は 墓址 、 後 者 を 近辺古

墳 に 関 す る 遺物 と 推考 さ れ る 。 中 世 に お い て は 、 土 砿墓 が あ り 、 五車扁塔の 出 土 に よ り そ の 時代

は 決す る も の の 募址 の あ り 方 は歴史時代事象 と あ い ま っ て こ れ か ら の 問 題 と 考 え て い る 。

以上四 ツ 屋遺跡 に 係 る 第 1 - 3 次調査の結果 を 調査順 に 内 包 す る 問題 を 提示 し た 。 こ れ ら は

同一地点内 に 包 ま れ る 遺構群 で あ る に も か か わ ら ず、 総括結論 は あ え て さ け 塩崎遺跡群 （ 第 3

次 調査報告一本稿所収） に 述 べ た と お り で あ る の で 御容赦 い た だ き た い 。 （ 矢 口 忠良 ）
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